
２月の市民課・保険年金課・税務課・収納課窓口延長日は７、１４、２１、２８日です。午後７時まで利用できます。 
神島田連絡所（1３１－０７７３）では、土・日曜日（祝日・振替休日を除く）に住民票の写しと印鑑登録証明書の交付（印鑑登録証が必要）を
行っています。 
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これが僕たち新成人の「チームロゴ」!! 
～記念品デザインを考えました～ 



～夢と希望を胸に 
　　未来へ進め！ 新成人～ 

１月７日 、津島市文化会館で平成３０年津島市成人式
を挙行しました。今年、市内では総勢７０７人（男性３７２人、
女性３３５人）が新たに成人を迎え、懐かしい友人との再
会を喜び、思い出話に花を咲かせる新成人で会場は大い
に賑わいました。 
第１部の式典では、日比市長から「明確な目標と強い

意志を持ち、失敗を恐れることなく、様々なことに挑戦し
ていただきたい」との式辞が贈られました。 
また、新成人代表からは「今まで支えてくださった方々
に恩返しができるよう、成人としての自覚と責任を持ち、
何事にも前向きに取り組んでいきます」と誓いの言葉が
述べられました。 

「市政のひろば」つしま2018.2 ２ 

平平成成３３００年年  津津島島市市成成人人式式  平成３０年 津島市成人式 



第２部では「未来への希望」をテーマに成人
式実行委員が企画したイベントが行われました。 
懐かしい校舎の映像、恩師からのビデオレター、

サプライズでの恩師登場、実行委員制作のメッ
セージムービーなど、盛りだくさんの内容に、記
憶に残る二十歳の門出となりました。 

平成２９年１１月１４日 、市役所市長公室で約１時間にわたり市長・教育長と成人式実行委員８人との
懇談会が開かれました。懇談会では、「成人式実行委員会の活動紹介」の後、「実行委員の活動状況報
告」や「現在の日本を表す漢字」などの議題について語ってもらいました。 
また、「市長が取り組んできたことで苦労された点、大変だと思ったことは何ですか」という実行委員
の質問に対し、市長は、「いろいろと苦労はあるが、歴史と文化を活かしたまちづくり等に取り組んでい
る」と熱く語る場面もありました。 

思い出を胸に 新しい一歩を 

委員のみなさん 

新成人と市長の懇談会 

※（）内は出身中学校 
【左上から】 
長崎竜之さん（天王中）、 
伊藤堅斗さん（藤浪中）、 
武藤教育長、日比市長、 
稲垣慶祐さん（神守中）、 
中道秀斗さん（暁中） 
【左下から】 
中垣杏香さん（天王中）、 
山田なつめさん（藤浪中）、
中島あさ美さん（神守中）、
鈴木茉衣さん（暁中） 

なが  さき たつ  ゆき 

い   とう  けん   と 

いな  がき  けい すけ 

なか みち  ひで   と 

なか  がき きょう  か 

やま   だ 

 なか  しま　　　　　　 み 

すず   き     ま    い 

３ 「市政のひろば」つしま2018.2「市政のひろば」つしま2018.2



 
 

昨
年
１
年
間
の
事
業
や
収
入
の
総
決
算
で

す
。
事
業
を
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、公
的

年
金
収
入
以
外
に
も
収
入
の
あ
る
方
、ま
た

は
給
与
収
入
の
あ
る
方
で
も
次
の
よ
う
な
方

は
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る

方 

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
方 

・
給
与
の
支
払
い
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
お
り
、年
末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
給
与
の

収
入
金
額
と
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
方 

・
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
方 

申
告
期
間
・
会
場 

　
５
ペ
ー
ジ
の
表
①
②
の
と
お
り 

平成２９年分の所得（所得税、市・県民税）の申告が始まり
ます。例年申告期間中は会場が混み合いますので、あら
かじめ必要書類の確認を行い、ご自分で作成して早めに
提出するようにしましょう。 

問合　所得税　　 津島税務署 
　　　　　　　　  1２６ー２１６１ 
　　　市・県民税　市税務課市民税Ｇ 
　　　　　　　　  1５５ー９２６３ 

確定申告会場は大変混雑し、長時間
お待ちいただく場合があります。 
ぜひ、国税庁ホームページの「確定

申告書等作成コーナー」をご利用くだ
さい。申告会場に行く手間がかからず
画面の案内に従って金額などを入力す
るだけで計算誤りのない申告書等が作
成できます。 
作成した申告書は、郵送等により津

島税務署にご提出ください。 
※名古屋国税局では、申告書等作成に
役立つ情報を掲載しています。 
（http://www.nta.go.jp/nagoya） 
「所得税の確定申告書を作成される方へ」
をご利用ください。 
郵送先　〒４９６‐８７２０ 
　　　　津島市良王町２‐３１‐１ 
　　　　津島税務署宛て 
問合　津島税務署　1２６‐２１６１ 

確定申告書はご自宅で作成し、 
郵送等で提出できます 

津島税務署からのお知らせ 

 
 

平
成
３０
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に
居
住

し
て
い
る
次
の
方
は
、市
・
県
民
税
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、市
・
県
民
税
の
申
告

書
も
併
せ
て
提
出
し
た
こ
と
に
な
る
た
め
、

あ
ら
た
め
て
市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
平
成
２９
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方 

・
給
与
所
得
者
で
、勤
務
先
か
ら
市
役
所
に

給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴
収
票
）が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方 

・
給
与
所
得
者
で
、給
与
以
外
の
所
得
が
２０

万
円
以
下
の
方 

・
公
的
年
金
収
入
４
０
０
万
円
以
下
で
公
的

年
金
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以
下
の
方
で
、

源
泉
徴
収
票
以
外
の
所
得
控
除
等
が
あ
る

方 

・
災
害
や
盗
難
な
ど
の
雑
損
控
除
や
医
療
費

控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方 

・
住
所
が
市
外
に
あ
っ
て
、事
務
所
、事
業
所
、

家
屋
敷
が
市
内
に
あ
る
方 

申
告
期
間
・
会
場 

　
５
ペ
ー
ジ
の
表
②
の
と
お
り 

「市政のひろば」つしま2018.2 ４ 



Ｎ 

文化会館 

津島市役所 

津島税務署 

津
島
神
社 天

王
川
公
園 

至
名
古
屋 

天王通り 

東柳原２ 

東柳原４ 

今市場２ 東柳原 

津
島
駅 

津
島
警
察
署 

海
部
総
合
庁
舎 

至弥富 

県道名古屋津島線 

至名古屋 至一宮 

津島商工会議所 

 
 

◆
次
の
方
は
、津
島
税
務
署
（
津
島
商
工
会

議
所
内
申
告
会
場
）へ 

・
個
人
事
業
主
等
で
青
色
決
算
書
が
未
作
成

ま
た
は
作
成
の
相
談
を
さ
れ
る
方 

・
平
成
２９
年
中
に
土
地
や
家
屋
、株
式
を
売

却
さ
れ
た
方 

・
家
屋
の
新
築
ま
た
は
購
入
な
ど
に
よ
り
新

た
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら

れ
る
方 

・
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
で
初
め
て
事
業
所

得（
営
業
等
、農
業
）ま
た
は
不
動
産
所
得

を
申
告
さ
れ
る
方 

◆
医
療
費
の
合
計
は
ご
自
分
で 

個
人
ご
と
に
受
診
医
療
機
関
・
医
療
費
の

領
収
書
の
合
計
金
額
を
計
算
し
、保
険
金
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を
確
認
し
た
上
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

◆
申
告
書
の
作
成
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
１２
桁
）

の
記
載
お
よ
び
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す 

次
の
１
も
し
く
は
２
の
方
法
に
よ
り
本
人

確
認（
番
号
確
認
お
よ
び
身
元
確
認
）を
し
ま

す
。 

１
　
個
人
番
号
カ
ー
ド（
番
号
確
認
と
身
元

確
認
） 

２
　
通
知
カ
ー
ド
や
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
の
写
し
（
番
号
確
認
）
と
運
転

免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
真
つ
き（
※
）

身
分
証
明
書（
身
元
確
認
） 

※
写
真
つ
き
身
分
証
明
書
が
困
難
な
場
合
に

は
健
康
保
険
証
な
ど 

 

◆
必
要
書
類
等
の
確
認
を 

申
告
に
必
要
な
書
類
等（
本
人
確
認
書
類
・

印
鑑
・
源
泉
徴
収
票
・
生
命
保
険
料
お
よ
び
地

震
保
険
料
の
控
除
証
明
書
・「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
な
ど
）は
、

あ
ら
か
じ
め
確
認
の
上
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

な
お
、国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
納
付
額
確
認
書

に
つ
い
て
は
、「
市
政
の
ひ
ろ
ば
」１
月
号
６
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
 

の
発
行
 

   

６５
歳
以
上
で
介
護
保
険
に
よ
る
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
発

行
し
ま
す
。
所
得
税
お
よ
び
市
県
民
税

の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
に
、確

定
申
告
の
際
に
添
付
し
て
い
た
だ
く
も

の
と
な
り
ま
す（
障
害
者
手
帳
と
は
異

な
り
ま
す
）。 

対
象 

特
別
障
害
者
　
１２
月
３１
日
現
在
の
要
介

護
認
定
が「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」で
、

寝
た
き
り
ま
た
は
重
度
の
認
知
症
の

方 

障
害
者
　
１２
月
３１
日
現
在
の
要
介
護
認

定
が「
要
介
護
１
以
上
」の
方 

※
要
介
護
認
定
の
判
定
に
お
い
て
、障

害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
、ま

た
は
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
基
準
以
上
で
あ
る
方
が
対
象

で
す
。 

申
請
に
よ
り
発
行
し
ま
す 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、１

月
中
に
申
請
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、郵
送
ま

た
は
申
請
書
を
お
持
ち
の
上
、直
接
左

記
へ
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
Ｇ 

　
　
　
1
２４
ー

１
１
１
７ 

 

①津島税務署が開設する申告受付会場 
場　　所 

津島商工会議所 

期　　間 受付時間 
午前９時～午後５時 

（午後４時までにお越しください） 
２月１６日 ～３月１５日 の平日 

２月１８日 ・２５日
②市が開設する申告受付会場 

場　　所 
市 役 所 ４ 階  
大 会 議 室  

 

期　　間 受付時間 
午前８時３０分～１１時 
午後１時～４時 

２月１６日 ～３月１５日 の平日 

神守支所 
午前９時～１１時 
午後１時～４時 

２月１６日 ～２７日 の平日 
３月５日 ～１５日 の平日 

神島田連絡所 午前９時～１１時 
午後１時～４時 

２月２８日 ～３月２日

※会場の混雑状況により、受付を早く終了する場合があります。また、②の会場では、平成３０年１月１日現在、市内に居住している方が対象です。 

ただし、市・県民税の申告に限り、２月１４日 から受付します。 

５ 「市政のひろば」つしま2018.2

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 



あ な た の 申 告 は ?
下記の①②③の当てはまるところで確認してください。 

① 給 与  

年 末 調 整 は 済 ん で い ま す か？  

昨 年 、所 得 税 の 確 定 申 告 をし まし た か？  

はい 

② 個人事業など  

個 人 事 業  不動産などの収入  土地・家屋の売却  

次のうち１つでも該当しますか？ 
・年末調整済以外の給与がある。 
・年金など給与以外の所得がある。 

（扶養控除・住宅借入金等特別控除・医療費控除・雑損控除等） それは２０万円を超えていますか？ 
控除に変更がありますか？ 

いいえ 

③ 年 金  

１年 間 の 年 金 収 入 が４００万 円 を 超 え ま す か？  
はい いいえ 

はい いいえ 

所得税の確定申告をしてください。 

①②③のいずれにも当てはまらない方 

家 族 の 扶 養 に 入って い ま す か？（ 税 法 上 の 扶 養 ） 
はい いいえ 

申告の必要はありません。 市・県民税の申告をしてください。 

はい 

所得税の確定申告をしてください。 市・県民税の申告をしてください。 

はい いいえ 

はい いいえ 

いいえ いいえ 

いいえ 

次のうち１つでも該当しますか？ 
・給与を２カ所以上からもらっている。 
・給与が１０３万円を超える。 
・源泉徴収されている。 
・年金など給与以外の所得が２０万円を超える。 

はい いいえ 

所得税の確定申
告をしてください。 

市・県民税の申告
をしてください。 

はい いいえ 

所得税の確定申
告をしてください。 

所得税の確定申告をしてく
ださい。 

所得税の確定申告をしてく
ださい。 

所得税の確定申
告をしてください。 

申告の必要はあり
ません。 

所得税の確定申告の必
要はありませんが、扶養
親族の状況、各種控除合
計額によって市・県民税
の申告が必要となる場
合があります。 

申告の必要はありません。 
ただし、源泉徴収されている方は所得税の確
定申告をすると所得税が還付されます。 

所 得 額 が 控 除 額 を 超 え ま す か？  

年 金 以 外 の 所 得 が１年 間 で２０万 円 を 超 え ま す か？  

はい いいえ 

年金収入が年間で９８万円を超えますか？ 年金収入が年間で１４８万円を超えますか？ 

いいえ 

あなたの年齢は６５歳以上ですか？（昭和２８年１月１日以前生まれの方） 

はい 

市・県民税の申告をしてください（源泉徴収票どおりの場合は、申告の必要はありません）。 
ただし、収入金額や扶養親族の状況、各種控除によって所得税の確定申告が必要となる場合があります。 

はい はい 

※給与所得と年金所得がある方は、年金収入が４００万円以下であっても、
給与所得が２０万円を超えていれば、今までどおり確定申告書の提出が
必要となります。 

国民健康保険や後期高齢者医療制度に加入の方、福祉医療制度を利用の方などは、収入がない場合でも申告してください。 

「市政のひろば」つしま2018.2 ６ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 所得税や市・県民税の申告は正しくお早めに 



 
  

◆
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し 

平
成
２６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、給
与
所

得
控
除
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、給
与
所
得
控

除
の
上
限
額
が
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。 

  
               

◆
医
療
費
控
除
の
明
細
書
添
付
の
義
務
化 

平
成
２９
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、医
療
費

控
除
を
受
け
る
際
は
、領
収
書
の
提
出
の
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
作
成

お
よ
び
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。 

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
医
療
保
険
者
か
ら
の
医
療
費
通
知
を
添
付

す
る
場
合
は
、作
成
を
省
略
で
き
ま
す
。 

◆
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）の
創
設 

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
一
定
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
方
が
、平
成
２９
年
１
月
１
日
か
ら
平

成
３３
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
間
に
自
己
ま
た
は

自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の

親
族
の
た
め
に
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入

費
（
※
）を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、一
定
の
金

額
の
所
得
控
除（
医
療
費
控
除
）を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

た
だ
し
、ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
控
除
は
医
療

費
控
除
の
特
例
で
あ
り
、従
来
の
医
療
費
控

除
と
の
選
択
適
用
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、従
来

の
医
療
費
控
除
を
併
せ
て
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、選
択
し
た
控
除
を
、更
正
の
請
求
や

修
正
申
告
に
お
い
て
、変
更
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。 

※
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
と
は
、医

師
に
よ
っ
て
処
方
さ
れ
る
医
薬
品
（
医
療

用
医
薬
品
）か
ら
、ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
購

入
で
き
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
に
転
用
さ
れ
た

医
薬
品（
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）の
購

入
費
を
い
い
ま
す
。 

  

平
成
２９
年
分
申
告
時
の
主
な
 

注
意
点
 

ふれあいバス（津島市巡回バス）の車体および車内に掲載する広告を募集しています。 

「ふれあいバス」は、毎日（日曜日、年末年始を除く）
市内を運行し、平成２８年度は、５４,９４１人の方にご
利用いただきました。 
募集期間　随時 
募集広告　下表のとおり 
 

その他 
広告募集の詳細および申込様式は、市ホーム

ページ（トップページのピックアップコンテンツ）
からご覧いただけます。 
問合・申込先　企画政策課行政経営Ｇ 
　　　　　　　1５５ー９４６５ 

掲載場所 規　格 申込期限 枠数 広告料金月額（税込） 

車両全面ラッピング 前面部・天井部・ガラス部を除く 
車両側面および車両後部 １ 

１ 

１ 

１ 

１０ 

５４,０００円 

掲載４０日 
前まで 

掲載３０日 
前まで 

車両右面ラッピング 縦９５０㎜×横２,３００㎜ ３０,２４０円 

車両左面ラッピング 縦９５０㎜×横１,３５０㎜ １７,８２０円 

車両後部ラッピング 縦３２０㎜×横１,３６０㎜ ５,９４０円 

車内窓上部広告枠 
日本工業規格Ｂ３版 
（縦３６４㎜×横５１５㎜） ２,１６０円／枠 

※所定の様式にご記入の上、上記申込期限までに申し込みください。 

給与所得控除上限額の変更 

区分 

上限額が
適用され
る給与収
入額 

現行（平成
２６年度～
平成２８年
度課税分） 

平成２９年
度課税分 

平成３０年
度以後の
課税分 

給与所得
控除の上
限額 

１,５００万円 １,２００万円 １,０００万円 

２４５万円 ２３０万円 ２２０万円 

７ 「市政のひろば」つしま2018.2

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 



                 
国
民
年
金
保
険
料
は
ま
と
め
て
前
払
い（
前

納
）す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。 

前
納
期
間
は
半
年
・
１
年
・
２
年
で
、支
払

方
法
は
、口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
納

付
書
が
あ
り
ま
す
。 

前
納
期
間
と
支
払
方
法
に
よ
り
割
引
率
が

違
い
ま
す
。 

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
前
納
す

る
場
合
、申
込
期
限
が
平
成
３０
年
２
月
末
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

問
合
　
保
険
年
金
課
医
療
・
年
金
Ｇ 

　
　
1
２４
ー

１
１
１
４ 

　
　
中
村
年
金
事
務
所 

　
　
1
０
５
２
ー

４
５
３
ー

７
２
０
０ 

   

   

毎
年
、尾
張
津
島
秋
ま
つ
り
で
活
躍
し
て

い
る
石
採
祭
車
。
今
回
、津
島
石
採
祭
車
保
存

会
が
、あ
い
ち
山
車
ま
つ
り
日
本
一
協
議
会
を

通
じ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。 

事
業
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
支
援
金
は
、太

鼓
や
鉦
の
修
理
な
ど
、石
採
祭
車
の
保
存
・
継

承
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。 

募
集
期
間
　
２
月
２８
日

ま
で 

※
詳
し
く
は
、左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

 

問
合
　
あ
い
ち
山
車
ま
つ
り
日
本
一
協
議
会

事
務
局（
愛
知
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保

護
室
内
） 

　
1
０
５
２
ー

９
５
４
ー

６
７
８
２ 

   

各
家
庭
に
配
布
の
「
家
庭
ご
み
＆
資
源
の

分
け
方
と
出
し
方
」
を
参
考
に
分
別
し
、「
２

月
・
３
月
の
祝
休
日
等
に
お
け
る
家
庭
ご
み

収
集
日
程
表
」
の
と
お
り
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
清
掃
事
務
所
　
1
２６
ー

４
２
２
８ 

  

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
に
つ
い
て
 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
 

石
採
祭
車
を
応
援
し
よ
う
 

２
月
・
３
月
の
祝
休
日
等
に
お
け
る
 

家
庭
ご
み
の
収
集
 

お
知
ら
せ 

区 分  

可 燃 ご み 

ペ ッ ト ボ ト ル 

不 燃 ご み  

空 き び ん・空 き 缶  
古 紙 ・ 古 着  

有 害 ご み  

プ ラ ス チ ッ ク  
製 容 器 包 装  

２月１２日（月） ３月２１日（水・祝） ３月２８日（水） 

収集ありません 

収集ありません 収集ありません 

収集ありません 

通常収集 

収集ありません 

通常収集 

通常収集 通常収集 

通常収集 通常収集 

第３水曜日・第４水曜日 
の 収 集 町 内 を 収 集  

収集ありません 

収集ありません 

通常収集 

通常収集 

収集ありません 

通常収集 

留意 
事項 

・収集当日は、午前８時３０分までに決められた集積場所に出してください。  
・粗大ごみは、粗大ごみ受付センター（1３１ー３２８４）へ電話予約してください。    

国民年金保険料の前納について 

クラウドファンディングで石採祭車を応援しよう 

ひなまつり展 

市民病院公開講座 

第１３回地域医療と健康生活を守るための 
シンポジウム 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

・・・・・・・８ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

 

消防功労者表彰 

アンケート結果 

子どもの目 

ほんのひととき 

私のカルテ 

市民病院の診療科のご案内 

街角散歩 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０,２１ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ 

 

２月・３月の祝休日等における家庭ごみ収集日程表 

　
 http://actnow.jp/project/tsushima_ishidori/detail

「市政のひろば」つしま2018.2 ８ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 



※時間は両日とも 
　午後１時３０分～３時３０分 

 
  

日
時
・
場
所
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り 

          

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家

族 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
Ｇ 

　
　
　
1
２４
ー

１
１
１
８ 

     

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、就
業
を
通
し

て
高
齢
者
の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、地
域
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。「
生
涯
現
役
」
を
目
指
し
、

会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。 

市
内
在
住
６０
歳
以
上
の
健
康
で
、働
く
意

欲
が
あ
り
、家
族
の
同
意
が
あ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
会
説
明
会
は
毎
月
１
回
開

催
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
２３
日

、３
月
２３
日

 

　
　
　
午
前
１０
時 

場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

※
説
明
会
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、事
前

に
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業(

堆
肥) 

　
剪
定
作
業
で
出
た
枝
葉
を
粉
砕
し
て
、鶏

糞
と
一
緒
に
発
酵
さ
せ
た
有
機
肥
料
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、直
接
ま
た
は

電
話
で
左
記
へ
。 

問
合
　
公
益
社
団
法
人
津
島
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー(

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内) 

　
1
２６
ー

８
４
４
８ 

   

北
方
領
土
と
は
、歯
舞
群
島
、色
丹
島
、国

後
島
、択
捉
島
の
４
島
の
こ
と
で
、北
海
道
の

東
北
洋
上
に
連
な
る
島
々
で
す
。 

津
島
市
で
は
こ
の
北
方
領
土
が
返
還
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
、昭
和
５５
年
１２
月
２２
日
「
北
方

領
土
返
還
運
動
都
市
宣
言
」
を
し
、返
還
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

問
合
　
総
務
課
庶
務
Ｇ
　
1
５５
ー

９
６
０
６ 

    

親
と
子
の
　
対
話
が
つ
く
る
　
よ
い
家
庭 

毎
日
を
と
も
に
生
活
す
る
家
族
の
素
晴
ら

し
さ
や
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て
考
え
、明
る

く
楽
し
い
家
庭
づ
く
り
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、愛
知
県
で
は
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
願
い
、家
族
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い

く
た
め
の
日
と
し
て
毎
月
第
３
日
曜
日
を「
家

庭
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。 

主
唱
　
県
、県
青
少
年
育
成
県
民
会
議 

問
合
　
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）　
1
５５
ー

９
４
２
１ 

    

カ
チ
ッ
と
ね
　 

　
　
ベ
ル
ト
が
守
る
　
そ
の
笑
顔 

後
部
座
席
に
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
部
座
席
の
方
も
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
れ
ば
、交
通
事
故
の

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
車
に

乗
る
時
は
、近
距
離
・
長
距
離
を
問
わ
ず
、必

ず
全
員
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

ぼ
く
安
心 

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
　
抱
か
れ
て
る 

子
ど
も
の
体
格
に
合
い
、座
席
に
確
実
に

固
定
で
き
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
選
び
ま

し
ょ
う
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
後
部
座
席
に
取
り

付
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
助
手
席

の
エ
ア
バ
ッ
グ
は
、運
転
席
の
も
の
よ
り
大
き

く
、膨
ら
む
力
も
強
力
で
あ
り
、重
大
な
傷
害

に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。や
む
を
得
ず

助
手
席
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、座
席
を
最

も
後
方
に
下
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
取
り
付
け
が
、

子
ど
も
の
命
を
守
り
ま
す
。 

問
合
　
市
民
協
働
課
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
２
９
８ 

  

日
時
　
３
月
５
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
市
役
所
入
札
室 

※
立
候
補
予
定
さ
れ
て
い
る
方（
運
動
員
を

含
め
３
人
ま
で
）は
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
庶
務
Ｇ

内
）　
1
５５
ー

９
６
０
６ 

    

冬
季
か
ら
春
季
に
か
け
て
は
、大
気
中
の

Ｐ
Ｍ
２
．５
の
濃
度
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
愛
知
県
が
尾
張
地
域
に
発
令
す
る
注

意
喚
起
の
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

注
意
喚
起
が
発
令
さ
れ
た
場
合 

・
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う 

・
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
で
き
る
だ
け
減

ら
し
ま
し
ょ
う 

・
窓
の
開
閉
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う 

・
外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し

ょ
う 

※
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
に
疾
患
の
あ
る
方
、

小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
は
、体
調

に
応
じ
て
、よ
り
慎
重
に
行
動
す
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

測
定
デ
ー
タ
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す 

　
愛
知
県
大
気
汚
染
常
時
監
視
結
果 

　 問
合
　
生
活
環
境
課
環
境
保
全
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
３
６
８ 

 

微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２
．５
） 

注
意
喚
起
の
情
報
 

津
島
市
認
知
症
介
護
家
族
交
流
会
 

勉
強
会
 

津
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日
 

津
島
市
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
 

日
程 

場
所 

内
容 

２月２０日 ３月２０日

市役所４階 
中会議室 

市役所４階 
大会議室 

認知症高齢 
者の口腔 
ケア 

認知症専門 
医との交流 
座談会 

入
会
説
明
会
開
催 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業(

堆
肥)

２
月
１１
日

〜
２０
日

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
徹
底
強
化
旬
間
 

２
月
１
日

〜
２８
日

「
家
庭
の
日
」
県
民
運
動
強
調
月
間
 

　
 http://taiki-kankyo-aichi.jp/kankyo/

は
ぼ  

ま
い 

し
こ  

た
ん 

く
な 

し
り 

え
と  

ろ
ふ 

９ 「市政のひろば」つしま2018.2

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ 



   

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
５
条
第
１
項

に
基
づ
く
届
出
書
が
愛
知
県
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
届
出
書
は
次
の
場
所
で
縦
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

店
舗
名
　（
仮
称
）Ｙ
ス
ト
ア
津
島
中
央
店 

所
在
地
　
津
島
市
柳
原
町
二
丁
目
４１
番
地
１

ほ
か
７
筆 

縦
覧
場
所 

　
愛
知
県
産
業
労
働
部
商
業
流
通
課 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分 

　
市
産
業
振
興
課（
市
役
所
４
階
） 

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分 

縦
覧
期
間
　
３
月
１４
日

ま
で（
土
・
日
曜
、

祝
日
は
除
く
） 

問
合
　
愛
知
県
産
業
労
働
部
商
業
流
通
課 

　
　
　
街
づ
く
り
グ
ル
ー
プ 

　
　
　
1
０
５
２
ー

９
５
４
ー

６
３
３
８ 

   

単
独
公
共
下
水
道
お
よ
び
日
光
川
下
流
流

域
関
連
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
案
に
関
す

る
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

縦
覧
期
間
　
２
月
１４
日

〜
２７
日

の
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時（
市
役
所
閉
庁
日

を
除
く
） 

縦
覧
場
所
　
工
務
課（
市
役
所
４
階
） 

そ
の
他
　
事
業
計
画
案
に
ご
意
見
の
あ
る
方

は
、市
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間
満
了
日
ま
で
に

書
面
で
左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
７
４
８ 

       

募
集
課
程
　
夜
間
定
時
制
課
程
普
通
科 

応
募
資
格
　
中
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
を
卒
業
・
修
了（
３
月
卒
業
・

修
了
見
込
を
含
む
）ま
た
は
中
学
校
卒
業

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者 

募
集
人
員
　
４０
人 

入
学
検
査
日 

　
前
期
選
抜
　
３
月
７
日

 

　
後
期
選
抜
　
３
月
２６
日

 

願
書
受
付
期
間 

　
前
期
選
抜
　
２
月
２７
日

、２８
日

 

　
後
期
選
抜
　
３
月
２０
日

、２２
日

 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
た
だ
し
、２
月
２８

日

・
３
月
２２
日

は
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
） 

問
合
　
愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校 

　
　
　
1
２８
ー

４
１
５
８ 

       

募
集
科
お
よ
び
定
員 

　
電
気
機
器
科（
１
年
訓
練
）３０
人 

　
総
合
造
園
科（
１
年
訓
練
）３０
人 

応
募
資
格 

　
義
務
教
育
修
了
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す

る
求
職
中
の
方 

申
込
期
間 

　
２
月
１６
日

ま
で
に
居
住
地
の
公
共
職
業

安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）に
て
相
談
の
上
、

入
校
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

見
学
会
　
２
月
６
日

　
午
後
２
時 

選
考
日 

　
電
気
機
器
科
　
３
月
６
日

 

　
総
合
造
園
科
　
３
月
２
日

 

※
選
考
場
所
は
、県
立
一
宮
高
等
技
術
専
門

校
で
す
。 

入
校
日
　
４
月
６
日

 

授
業
料
　
無
料 

問
合
　
県
立
一
宮
高
等
技
術
専
門
校 

　
　
　
1
０
５
８
６
ー

５１
ー

１
２
５
１ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
届
出
 

に
つ
い
て
 

津
島
市
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
 

案
の
縦
覧
 

愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校（
定
時
制
 

課
程
）平
成
３０
年
度
入
学
者
 

平
成
３０
年
度
県
立
一
宮
高
等
技
術
 

専
門
校
入
校
生
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
人
権

侵
害 近

年
、
情
報

に
関
す
る
技
術

革
新
は
め
ざ
ま

し
く
、
携
帯
電

話
（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
）や
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど
の
普
及
に
よ
っ
て
、現

在
は
Ｉ
Т
（
情
報
技
術
）か
ら
Ｉ
Ｃ
Т
（
情

報
通
信
技
術
）へ
と
技
術
は
進
化
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
も
が
・
簡
単
に
」
情
報
の
発
信
や
交
換

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、私
た
ち
の
日
常
生

活
に
お
い
て
多
く
の
利
便
性
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
一
方
で
、個
人
情
報
の
流
出
や
悪
用
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
、個
人
に

対
す
る
誹
謗
・
中
傷
や
差
別
的
な
内
容
の

書
き
込
み
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
に

つ
な
が
る
事
例
も
多
数
発
生
し
て
お
り
、そ

の
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、人
権
を
侵
害
す
る
よ
う

な
書
き
込
み
に
対
し
て
は
、「
特
定
電
気
通

信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限

及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
」

（
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
）に
基
づ
き
、書

き
込
み
を
さ
れ
た
人
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
等
に

対
し
て
書
き
込
み
の
削
除
や
書
き
込
み
を

し
た
人
の
情
報
開
示
を
請
求
す
る
な
ど
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
便
性
と
問
題
点
を
正
し
く
理

解
し
、適
正
な
利
用
と
効
果
的
な
活
用
に

努
め
る
と
と
も
に
、個
人
情
報
の
重
要
性

を
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

人権推進課人権同和・男女参画Ｇ 
1５５－９３６４ 

募
集 

「市政のひろば」つしま2018.2１０ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました お知らせ、募集 



福和 伸夫 教授 

 
   

日
時
　
３
月
３
日

〜
５
日

 

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
た
だ
し
、５
日

は
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
） 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
書
道
、水
墨
画
、花
道
教
室
受
講
者

等
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 

  
 展

示
期
間 

　
２
月
３
日
〜
３
月
１１
日
の
土
・
日
曜
日 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

※
た
だ
し
、展
示
期
間
中
の
平
日（
月
曜
日
は

休
館
）に
つ
い
て
も
、３
日
前
ま
で
に
５
人

以
上
で
ご
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
観
覧
可
能

で
す
。 

場
所
　
堀
田
家
住
宅 

内
容
　
市
に
寄
贈
さ
れ
た
雛
人
形
、堀
田
家

住
宅
ゆ
か
り
の
雛
人
形
な
ど
、豪
華
な
御

殿
飾
り
を
展
示
す
る
ほ
か
、旧
家
に
伝
わ

る
享
保
雛
も
展
示
し
ま
す
。 

　
昔
な
が
ら
の
雛
祭
り
と
、堀
田
家
住
宅
の

町
家
の
雰
囲
気
を
合
わ
せ
て
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。 

観
覧
料
　
無
料
（
別
途
、堀
田
家
住
宅
観
覧

料
と
し
て
一
般
３
０
０
円
、小
中
学
生
１

０
０
円
） 

そ
の
他
　
「
愛
知
県
内
各
地
の
博
物
館
・
資

料
館
を
め
ぐ
る 

ひ
な
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
を
開
催
中
で
す
。
堀
田
家
住
宅
の
ほ

か
に
も
該
当
館
を
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
記
念
品
が
受
け
取
れ
ま
す
。 

問
合
　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
４
２
１ 

          
 

津
島
村
の
有
力
百
姓
・
渡
邉
新
兵
衛
と
尾

張
藩
財
政
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、近
世
尾

張
地
域
の
展
開
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

日
時
　
２
月
１７
日

　
午
後
２
時
〜
４
時 

　
　
　（
午
後
１
時
３０
分
開
場
） 

場
所
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル 

講
師
　
大
塚
英
二
氏（
愛
知
県
立
大
学
教
授
） 

定
員
　
２
４
０
人 

参
加
費
　
無
料 

協
力
　
愛
西
市
、弥
富
市
、あ
ま
市
、大
治
町
、

蟹
江
町
、飛
島
村
の
各
教
育
委
員
会
お
よ

び
あ
ま
市
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、津

島
市
立
図
書
館 

問
合
　
海
部
歴
史
研
究
会
事
務
局（
津
島
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ
内
）

1
５５
ー

９
４
２
１ 

   

日
時
　
３
月
４
日

 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分（
午
後
１
時
開
場
） 

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

内
容
　
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
防
災･

減
災

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。 

講
師
　
福
和
伸
夫
教
授（
名
古
屋
大
学
減
災

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
長
） 

定
員
　
３
０
０
人
程
度（
入
場
無
料
） 

申
込
　
不
要 

問
合
　
危
機
管
理
課
危
機
防
災
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
５
９
４ 

              

日
時
　
３
月
１０
日

 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
所
　
児
童
科
学
館 

対
象
　
小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
） 

定
員
　
２０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

参
加
費
　
無
料 

申
込
　
２
月
２３
日

〜
当
日
、午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
月
曜
日
は
除
く
）に
電
話
ま
た

は
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
児
童
科
学
館
　
1
２４
ー

８
７
４
３ 

   

日
時
　
３
月
８
日

 

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
古
布
で
「
か
わ
い
い
ネ
ッ
ク
レ
ス
」
を

作
り
ま
す
。 

対
象
　
市
内
在
住
の
高
齢
者
等 

定
員
　
２０
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
） 

受
講
料
　
無
料(

た
だ
し
、教
材
費
４
０
０
円

を
教
室
当
日
に
徴
収
） 

申
込
　
２
月
１３
日

、１４
日

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 

   

日
時
　
３
月
１３
日

  

　
　
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容
　
「
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
」
を
作
り
ま
す
。 

対
象
　
市
内
在
住
の
高
齢
者
等 

定
員
　
１６
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
） 

受
講
料
　
無
料(

た
だ
し
、教
材
費
６
０
０
円

を
教
室
当
日
に
徴
収
） 

申
込
　
２
月
１３
日

、１４
日

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
直
接
左
記
へ
。 

問
合
　
南
文
化
セ
ン
タ
ー
　
1
２４
ー

６
１
６
１ 

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
 

ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
つ
し
ま
２
０
１
８
 

南
文
化
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
「
な
ん
ぶ
ん
ふ
れ
あ
い
展
」
 

ひ
な
ま
つ
り
展
 

―
御
殿
飾
り
の
お
ひ
な
さ
ま
―
 

古
布
小
物
作
り
教
室
 

押
し
花
教
室
 

催
し 

津
島
町
村
渡
邉
新
兵
衛
と
尾
張
藩
財
政 

海
部
歴
史
研
究
会
講
演
会
 

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！「
手
作
り
け
ん
玉
」 
わ
く
わ
く
工
作
教
室
 

教
室
・
講
座
 

１１ 「市政のひろば」つしま2018.2

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 催し、教室・講座 



  
日
時
　
３
月
４
日

　
午
前
９
時
〜
正
午 

場
所
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室 

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
法 

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

　
　
　（
中
学
生
以
上
） 

定
員
　
２４
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
） 

申
込
　
２
月
８
日

〜
２１
日

に
申
請
用
紙

に
記
入
の
上
、左
記
へ
。Ｆ
Ａ
Ｘ
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
普
通
救
命
講
習
の
ご
案
内
」
か
ら

も
申
請
で
き
ま
す
。
な
お
、申
請
用
紙
は
消

防
本
部
に
も
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

問
合
　
消
防
本
部
救
急
Ｇ 

　
　
　
1
２３
ー

０
１
１
９
　
内
線
１
１
０ 

　
　
　
　
２８
ー

３
３
４
１ 

       

日
時
　
２
月
１４
日

　
午
前
１０
時 

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

内
容
　
新
入
学
に
つ
い
て
の
お
話
、親
子
ふ
れ

あ
い
遊
び
等 

対
象
　
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
と
そ
の
保

護
者 

参
加
費
　
無
料 

※
入
場
券
が
必
要
で
す
。
保
育
園
、認
定
こ
ど

も
園
、幼
稚
園
で
配
布
さ
れ
る
ほ
か
、子
育

て
支
援
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

主
催
　
中
日
新
聞
社 

共
催
　
市
、市
教
育
委
員
会 

問
合
　
子
育
て
支
援
課
児
童
保
育
Ｇ 

　
　
　
1
２４
ー

１
１
２
０ 

  

市
で
は
、経
済
的
な
理
由
で
お
子
さ
ん
が
小
・

中
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
ご
家
庭

に
対
し
て
、学
用
品
費
や
給
食
費
等
を
補
助

し
て
い
ま
す
。 

今
回
か
ら
、就
学
援
助
費
を
７
月
・
１２
月
・

翌
年
３
月
の
年
３
回
に
分
け
て
支
給
し
ま
す
。 

補
助
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
て
い

る 
②
個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る 

③
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
て
い
る 

④
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る 

⑤
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て
い

る 

⑥
固
定
資
産
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る（
新
築

の
場
合
の
固
定
資
産
税
減
免
は
除
く
） 

⑦
国
民
健
康
保
険
税
が
減
額
さ
れ
て
い
る 

⑧
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
日
雇
労
働
者
、ま
た
は
職
業
安
定
所
登

録
日
雇
労
働
者 

⑨
そ
の
他
経
済
的
に
お
困
り
の
方
（
平
成
２９

年
中
の
所
得
に
つ
い
て
一
定
の
所
得
基
準

に
基
づ
き
審
査
・
決
定
し
ま
す
） 

※
た
だ
し
、申
告
し
て
い
な
い
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。 

手
続
き
に
必
要
な
も
の 

・
②
③
④
⑧
の
申
請
の
場
合
、そ
れ
を
証
明

で
き
る
も
の 

・
朱
肉
を
使
う
印
鑑 

・
振
込
先
で
あ
る
保
護
者
名
義
の
金
融
機
関

口
座
が
分
か
る
も
の 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
係
書
類 

受
付
　
２
月
１
日

〜
４
月
１３
日

 

そ
の
他
　
平
成
２９
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方
も

再
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

支
給
額
　
表
の
と
お
り（
参
考
） 
 

                 

※
平
成
３０
年
度
の
支
給
額
は
未
確
定
の
た
め
、

金
額
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
平
成
２９
年
度
に
新
入
学
学
用
品
費（
入
学

前
支
給
）の
支
給
認
定
を
受
け
た
方
は
、「
新

入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
等
」
以
外
の
種

別
が
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。 

申
込
・
問
合
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ 

　
　
　
　
　　
1
５５
ー

９
４
１
７ 

  

対
象
治
療
　
産
科
等
で
受
け
た
人
工
授
精
に

係
る
治
療（
保
険
適
用
外
の
み
） 

対
象
　
夫
婦
の
一
方
ま
た
は
両
方
が
市
内
在

住
で
、産
科
等
で
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
、治

療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が
４３
歳
未
満
の
戸

籍
上
の
夫
婦（
所
得
制
限
有
） 

※
４３
歳
以
上
で
も
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で

に
治
療
を
開
始
し
た
夫
婦
は
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
。 

助
成
金
額
　
人
工
授
精
に
要
す
る
自
己
負
担

額
の
２
分
の
１（
単
年
度
上
限
４
万
５
０

０
０
円
） 

助
成
期
間
　
一
般
不
妊
治
療
を
継
続
す
る
２

年
間
の
う
ち
、平
成
２９
年
３
月
〜
平
成
３０

年
２
月
分 

申
請
期
間
　
３
月
３０
日

ま
で 

※
助
成
期
間
は
２
年
間
で
す
が
、第
２
子
の

為
の
治
療
や
流
産
等
で
期
間
が
延
長
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
　
交
付
に
つ
い
て
各
種
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
合
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
２３
ー

１
５
５
１ 

 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
 

平
成
３０
年
度
就
学
援
助
 

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
制
度
 

第
６２
回
新
入
学
を
祝
う
よ
い
子
 

の
つ
ど
い
 子

育
て
・
健
康
 

対象学年 種　別 支給額 
４０，６００円 
４７，４００円 
１１，４２０円 
１３，６５０円 
２２，３２０円 
２４，５５０円 
２０，０００円 
５０，０００円 
３４，４６０円 
３７，３１０円 

小学１年 
中学１年 
小学１年 
小学２年～６年 
中学１年 
中学２・３年 
小学６年 
中学３年 
小学校 
中学校 

新入学児童生徒 
学用品費等 

学用品費・ 
通学用品費 

修学旅行費 

給食費 

平成２９年度年間支給額（参考） 

「市政のひろば」つしま2018.2１２ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 教室・講座、子育て・健康 



 日
時
　
２
月
２１
日

　
午
後
２
時
〜
３
時 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
肩
こ
り
の
お
話
や
体
操
を
一
緒
に
行

い
ま
し
ょ
う
。 

講
師
　
市
民
病
院
理
学
療
法
士 

申
込
・
参
加
費
　
不
要 

  

日
時
　
３
月
６
日

　
午
後
２
時
〜
３
時 

場
所
　
市
民
病
院
２
階
講
義
室 

内
容
　
心
臓
に
や
さ
し
い
食
事
と
健
康
に
過

ご
す
た
め
の
日
常
生
活
に
お
け
る
ポ
イ
ン

ト
を
お
話
し
し
ま
す
。 

講
師
　
市
民
病
院
看
護
師
・
管
理
栄
養
士 

申
込
・
参
加
費
　
不
要 

問
合
　
市
民
病
院
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
２
１
１
３ 

   
 

津
島
市
健
康
ま
つ
り
会
場
等
で
、特
定
健
診
・

が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
る「
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ（
標
語
）」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

健
康
日
本
２１
津
島
市
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
選
考
の
結
果
、次
の

作
品
に
決
ま
り
ま
し
た
。
決
定
し
た
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
、特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
啓
発

に
活
用
し
ま
す
。 

最
優
秀
賞 

「
が
ん
検
診
　
受
け
て
今
年
も
　
太
鼓
判
」 

優
秀
賞 

「
大
切
な
　
あ
な
た
と
一
緒
に
　
が
ん
検
診
」 

「
受
け
よ
う
健
診
　
気
付
こ
う
健
康
」 

問
合
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
1
２３
ー

１
５
５
１ 

    

日
時
　
２
月
２５
日

 

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

内
容
　「
病
気
の
早
期
発
見
と
最
新
の
治
療
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会 

対
象
　
ど
な
た
で
も 

申
込
・
参
加
費
　
不
要 

主
催
　
海
部
地
域
の
医
療
と
健
康
を
推
進
す

る
協
議
会 

問
合
　
あ
ま
市
民
病
院
　
地
域
医
療
連
携
室 

　
　
　
1
０
５
２
ー

４
４
４
ー

０
０
５
０ 

　
　
　
海
南
病
院
地
域
連
携
室 

　
　
　
1
６５
ー

２
５
１
１ 

　
　
　
津
島
市
民
病
院
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１ 

         

    
 

津
島
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
　
市
内
在
住
の
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま

で
の
方
で
、お
お
む
ね
要
件
を
満
た
す
方（
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

受
付
期
間
　
２
月
１
日

〜
１６
日

 

募
集
予
定
人
員
　
若
干
名 

選
考
に
つ
い
て
　
選
考
に
関
す
る
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

Ｇ
　
1
５５
ー

９
４
２
８ 

   
 

お
子
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
や
、こ
の
春
か
ら

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
、週
末
に
少
し

体
を
動
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、ま
ず
は
体
験
・
見
学

会
へ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
３
月
１１
日

　
午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
ほ
か 

参
加
費
　
無
料 

種
目
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
等 

問
合
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｇ 

　
　
　
1
５５
ー

９
４
２
８ 

  

   

第
５
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
抜
大
会

（
大
阪
府
大
阪
市
） 

戸
田
　
か
な
江
さ
ん（
津

島
北
高
等
学
校
３
年
・

神
守
町
） 

出
場
経
緯
　
第
７１
回
愛

知
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技

大
会
兼
第
７２
回
国
民
体

育
大
会
選
手
選
考
会
に

お
い
て
参
加
標
準
記
録

突
破 

       （
市
内
在
学
の
優
勝
者
・
団
体
の
み
、敬
称
略
） 

参
加
２
６
３
人 

個
人
戦 

小
学
男
子
２
年
の
部 

　
山
田
透
史（
神
島
田
小
） 

全
国
大
会
出
場
 

市
民
病
院
公
開
講
座
 

津
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
募
集
 

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
キ
ャ
ッ
チ
 

フ
レ
ー
ズ（
標
語
）が
決
定
し
ま
し
た
 

津
島
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ホ
ワ
イ
ト
 

ウ
イ
ン
グ
ズ
体
験
・
見
学
会
 

第
１３
回
地
域
医
療
と
健
康
生
活
を
 

守
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

肩
こ
り
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操 

心
臓
に
い
た
わ
り
を 

　
　
　
〜
予
防
と
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
〜 

ス
ポ
ー
ツ
 

成

績

発

表

 

１２
月
１７
日

錬
成
館 

第
３７
回
海
部
津
島
地
区
少
年
柔
道
大
会
 

と
　 

だ 

や
ま   

だ   

と
う    

じ 

え 

１３ 「市政のひろば」つしま2018.2

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 子育て・健康、スポーツ、全国大会出場、成績発表 



消
防
功
労
者
表
彰
 

  

「
消
防
出
初
式
」
に
お
い
て
消
防
活
動

に
貢
献
し
た
次
の
方
々
に
対
し
て
、表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・

順
不
同
） 

 

◆
市
長
表
彰 

〈
消
防
団
員
〉 

岡
本
憲
明
／
松
村
純
宏
／
熊
澤
賢
悟 

松
浦
　
一
／
日
比
宏
明
／
椙
村
俊
仁 

西
井
　
猛
／
川
村
勝
也
／
倉
地
　
学 

中
根
基
晴
／
長
谷
川
政
仁
／
川
人
良
次 

〈
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
〉 

暁
中
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

西
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

蛭
間
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ 

 

◆
団
長
表
彰 

〈
消
防
団
員
〉 

八
木
寛
太
／
宇
佐
見
順
一
／
前
田
正
和 

仲
井
康
一
郎
／
西
村
直
人
／
鵜
飼
雅
彦 

野
田
勝
也
／
神
谷
英
樹
／
岡
田
征
明 

日
下
部
沙
駿
／
高
桑
交
平
／
鈴
木
利
香 

田
島
里
奈 

 

◆
日
本
消
防
協
会
表
彰 

【
功
績
章
】 

〈
消
防
団
員
〉 

日
比
清
誠 

【
精
績
章
】 

〈
消
防
団
員
〉 

鈴
木
恵
美
子 
 

◆
愛
知
県
知
事
表
彰 

【
永
年
勤
続
功
労
章
】 

〈
消
防
職
員
〉 

服
部
時
久
／
岡
田
祥
礼
／
杉
本
雄
治 

〈
消
防
団
員
〉 

猪
飼
　
剛
／
鳥
羽
良
幸
／
山
田
　
隆 

 

◆
愛
知
県
消
防
協
会
長
表
彰 

【
功
労
章
１
号
】 

〈
消
防
団
員
〉 

猪
飼
佳
英 

【
功
労
章
２
号
】 

〈
消
防
団
員
〉 

鈴
木
国
弘
／
清
水
啓
助
／
水
野
三
喜
雄 

水
谷
多
加
志
／
水
谷
弘
正
／
丹
羽
友
広 

水
野
健
治
／
加
藤
謙
二 

【
精
勤
章
】 

〈
消
防
団
員
〉 

伊
藤
善
康
／
藤
松
勝
康
／
早
川
幸
憲 

鷲
　
朋
和
／
伊
藤
治
朗
／
木
村
将
幸 

大
崎
智
義
／
柏
倉
敦
彦
／
井
本
純
一 

松
倉
嘉
久
／
石
神
竹
次
郎
／
植
田
康
弘 

冨
田
佳
恵 

【
善
行
章
】 

〈
消
防
団
員
〉 

村
上
優
介
／
伊
藤
彰
博
／
二
川
大
樹 

山
田
　
篤
／
杉
本
政
浩
／
後
藤
健
司 

堀
　
雄
一
郎
／
佐
伯
　
良
／
貞
岡
寿
文 

鈴
木
　
隆
／
市
川
貴
幸
／
成
田
宏
司 

【
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
個
人
表
彰
】 

〈
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
〉 

加
藤
邦
子 

 

◆
海
部
地
方
消
防
連
合
会
長
表
彰 

【
功
労
章
】 

〈
消
防
団
員
〉 

鈴
木
良
典
／
眞
野
英
司
／
伊
藤
　
豊 

平
野
典
司
／
黒
田
剛
史
／
江
端
弘
隆 

寺
本
浩
二
／
宇
治
谷
祐
司
／
三
輪
利
宏 

【
善
行
章
】 

〈
消
防
団
員
〉 

横
井
淳
児
／
伊
藤
　
篤
／
佐
藤
竜
哉 

服
部
敏
也
／
柏
原
匡
志
／
今
井
聖
也 

前
田
翔
也
／
飯
田
正
人
／
眞
鍋
祐
一 

杉
浦
英
男
／
竹
市
義
信
／
菅
沼
隆
志 

平
野
貴
之
／
中
野
智
博
／
徳
田
　
治 

猪
飼
龍
介
／
成
田
篤
人 

   

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

市
へ 

東
小
学
校
区
安
全
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
防
犯
カ
メ
ラ
２
基 

株
式
会
社
名
光
精
機
様 

・・・・・・・・・・・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
ほ
か
４
点 

教
育
委
員
会
へ 

津
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様 

・・・・・・・・・・
絵
葉
書
「
津
島
神
社
大
祭
」ほ
か

２１
種
お
よ
び
保
存
用
具
類
等 

株
式
会
社
名
光
精
機
様 

・・・・・・・・・・・・・・・
フ
ッ
ト
サ
ル
ゴ
ー
ル
２
台 

社
会
福
祉
基
金
へ 

ユ
ー
シ
ン
Ｓ
Ｌ
株
式
会
社
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
現
金 

ま
は
ろ
接
骨
院
様 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
現
金 

  

チキン南蛮　切干大根のミルク煮 
ブロッコリースプラウトのスープ 今月のバランス献立 今月のバランス献立 

※市役所１階市民情報サロン・保健センター２階・ヨシヅヤ情報コーナーにレシピがあります。また市公式ホームページにも掲載しています。 

１人分　６００kcal　塩分２.８ｇ 

作り方 
①鶏むね肉は一口大に切り、Ａで下味をつけ、
小麦粉をまぶし、溶き卵をくぐらせて揚げ、
Ｂにつける。 
②タルタルソースの材料はみじん切りにして
合わせる。 
③①を盛り付け②をかける。 
④付け合せのブロッコリーを茹で、プチトマト
と一緒に盛り付ける。 
 

チキン南蛮 
材料（２人分） 
鶏むね肉１６０ｇ、Ａ（酒小さじ１、塩・こ
しょう適量）薄力粉大さじ１、卵１/２個、
揚げ油適量、Ｂ（出し汁大さじ１/２、
小さじ１、酢小さじ１、砂糖小さじ１/２、
唐辛子適量）、≪タルタルソース≫プ
レーンヨーグルト５０ｇ、ゆで卵１/２個、
らっきょう２個、マヨネーズ小さじ２、塩・
こしょう適量、≪付け合せ≫ブロッコ
リー４房、プチトマト２個 

寄
附
 

「市政のひろば」つしま2018.2１４ 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 成績発表、寄附 



行事名 

ハイハイ広場 ３月７日 午前１０時３０分～ 
１１時１５分 

なし 無料 
タオル・ 
水分補給 
できるもの 

身長・体重計測と 
ふれあい遊び 

０歳児と 
その保護者※１ 

当日受付 

わくわくランド 
(工作） 

２月２４日 午前１０時３０分～ 
１１時３０分 

３０人 無料 水筒・上靴 折り紙・切り紙で遊ぼう 年長児と 
小学生 

随時 

開催日 時間 対象 受付期間 定員 内容 参加費 持ち物 

２月１０日 午前１０時～１０時４５分 
午前１１時～１１時４５分 

各 
２０人 無料 水筒・上靴 外国の先生と 

楽しく遊ぼう 
小学１.２年生 
小学３年生以上 １月２７日 ～ 英語で遊ぼう 

２月２３日 午前１０時３０分～ 
１１時３０分 １０組 

オイル・ 
資料代 
５００円 

バスタオル・ 
水分補給 
できるもの 

お母さんの 
リラックス法と 
ふれあい遊び 

０歳児と 
その保護者 
※２ 

２月１３日 ～ ベビーマッサージ 

２月１３日 午前１０時３０分～ 
１１時１５分 なし 無料 水筒 

誕生日を皆で一緒に 
お祝いしましょう 

（誕生月の方は少し早めに来館ください） 

生後６カ月から 
未就学児と 
その保護者 

当日受付 なかよし広場 
（誕生会） 

２月２１日 午前１０時３０分～ 
１１時１５分 

なし 無料 
水筒・上靴(外靴を 
拭いて使用も可）・ 

タオル 

サーキット遊びを 
楽しみましょう 

２歳児と 
その保護者 

当日受付 ひよこ広場 

３月３日 午前１０時３０分～ 
１１時３０分 

２０組 
と 
１０人 

無料 水筒・上靴 
「ひなまつり」をみんなで 

お祝いしましょう 
(ドレミママの音楽コンサート） 

生後６カ月から 
未就学児とその 
保護者と小学生 

２月１７日 ～ ハッピーひなまつり 
（なかよし＆ひよこ広場） 

「グラタン」(米粉使用） 
をつくりましょう 

親子クッキング ２月２８日 午前１０時３０分～ 
正午 

１０組 材料費 
２００円 

水筒・上靴・ 
エプロン・マスク・ 
三角巾・食器 

２歳児と 
その保護者 

２月９日 ～ 

ジャンボジェンガ 
で遊ぼう 

わくわくランド 
(ゲーム） 

３月５日 午後３時３０分～ 
４時３０分 

２０人 無料 
水筒・上靴・ 
タオル 

年長児と 
小学生 

随時 

○開館時間：午前９時３０分～午後５時（水曜日午後・木曜日・祝日の休館日を除く）○児童館に貴重品を持ってこないようにしましょう    
○定員のあるイベントの受付は、電話または直接児童館まで(定員になり次第受付終了)   ※１  生後４カ月ごろ～満１才ごろ　※２　生後１カ月健診後～満１才ごろ   

第１９３回 

消防本部予防課 
つけましたか？住宅用火災警報器 

123ー０４１９ 

   平
成
２９
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

【
火
の
用
心
　
こ
と
ば
を
形
に
　
習
慣
に
】 

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、市
民
の
皆
さ
ん
の

火
災
予
防
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、火
災
の

発
生
を
防
止
し
、死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

住
宅
火
災
　
い
の
ち
を
守
る
　
習
慣
と
対
策 

４
つ
の
習
慣 

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る 

・
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る 

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、必
ず
火
を
消
す 

・
こ
の
く
ら
い
な
ら
良
い
と
油
断
し
な
い 

４
つ
の
対
策 

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る 

・
家
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

防
炎
製
品
を
使
用
す
る 

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住

宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る 

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る 

付
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器 

一
般
住
宅
で
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の

設
置
お
よ
び
維
持
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 い

ざ
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る

よ
う
に
、日
ご
ろ
か
ら
お
手
入
れ
や
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。 

       

そ
ろ
そ
ろ
古
く
な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
平
成
１８
年

６
月
に
義
務
化
さ
れ
、当
初
設
置
さ
れ
た
も

の
は
電
池
が
切
れ
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
電

池
が
切
れ
た
場
合
、住
宅
用
火
災
警
報
器
か

ら
電
池
切
れ
を
知
ら
せ
る
音
が
し
ま
す
。 

音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
、『
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
…
』

と
音
で
知
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

普
段
聞
き
な
れ
な
い
電
子
音
が
ご
自
宅
で

す
る
場
合
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池

切
れ
の
音
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
電
池
切
れ
の
場
合
は
、

販
売
店
ま
た
は
製
造
メ
ー
カ
ー
に
対
処
方
法

を
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

３
月
１
日

〜
７
日

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
 

付
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器 

そ
ろ
そ
ろ
古
く
な
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

１５ 「市政のひろば」つしま2018.2

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました こちら消防署、中央児童館 



１１月号「天王川公園アンケート調査」 
アンケート結果 

 

１１月号「天王川公園アンケート調査」 
アンケート結果 

 

１１月号「天王川公園アンケート調査」 
アンケート結果 

 １１月号に掲載しましたアンケートについて、市民の皆様から数多くのご意見・ご提案をいただくことができました。            
ご協力ありがとうございました。            
結果は下記のとおりです（一部抜粋）。  

（単位：人） 

～２０歳代 

５ 

３０歳代 

１７ 

４０歳代 

３２ 

５０歳代 

２５ 

６０歳代 

５７ 

７０歳代～ 

４８ 

無回答 

０ 

男性 

７０ 

女性 

１１４ 

無回答 

０ 

全回答者 

１８４ 

これらの結果を受け止め、天王川公園の今後のあり方を検討していきます。 
皆様からいただいたその他の貴重なご意見・ご提案につきましては、市ホームページに掲載させていただきます。 

問合　都市整備課整備・維持G　1５５ー９６８７ 

■どのようなイベントがあったら良いですか（複数回答可）。 ■天王川公園のシンボルである藤について、 
　どのようなことを期待しますか。 

■天王川公園をより魅力ある公園にするにはどのような施設が必要だと思いますか（複数回答可）。 

■自由意見(１０人以上の意見を抜粋しました） 

藤の種類を 
統一する ８% 
 

そそのの他他  
３３１１％％  
その他 
３１％ 

０% ２０% ４０% ６０% ８０% １００%

藤藤棚棚面面積積をを  
増増ややすす  
４４３３%%  
  

藤藤のの種種類類  
をを増増ややすす  
１１８８％％  

藤棚面積を 
増やす 
４３% 
 

藤の種類 
を増やす 
１８％ 

３６％ ２４％ １９％ １５％ ７％ 

■■グルメ大会　■■盆踊り　■■桜まつり　■■その他　■■ウォ－キング大会 

イルミネーションなど 

０  １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ 

散歩・ランニングコース ６６７７  ６７ 
４５ 

２２８８  ２８ 
２０ 

１３ 
１１ 

５ 
２ 

サイクリングコース 
遊具 

その他（ベンチなど） 
カフェ・喫茶店 

広場 
売店・コンビニエンスストア 

レストラン 

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０ 

丸池周りの散歩・ランニングコースの整備 ２２ 
１１９９  １９ 
１８ 

１６ 
１５ 
１５ 

１０ 
１０ 

カフェの設置 
駐車場の整備 

イベントを増やしてほしい 
桜の木の補充 

四季の草花の充実 
子どもが水遊びができるようにしてほしい 
ペットの散歩時のマナーを守ってほしい 

（単位：人） 

（単位：人） 

現状維持で良いなど 

「市政のひろば」つしま2018.2１６ 



財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。 

北小学校　４年 
岳下　結歌　さん 

市立図書館  
２５‐２１４５  

――――― 　 　 ――――― ――――― 　 　 ――――― 

皆さんと本との出会いを求めて、  
新着の図書をご紹介します。  

※毎月第４火曜日は、館内整理のため、分室（生涯学習センター、神島田公民館）もお休みします。 
　ご自宅から図書館ホームページで蔵書検索ができますので、ご利用ください。 
　津島駅構内に「図書返却ポスト」を設置しておりますので、ご利用ください。 

児童書 一般書 

［ 　 ２月の休館日 　 ］ 

『パンダともだちたいそう』　いりやまさとし　作　講談社 

２７日  

『わかったさんのふんわりケーキ』　寺村輝夫　原文　永井郁子　企画・構成・絵　あかね書房 
 

『みそ汁はおかずです』 
瀬尾幸子　著 
学研プラス 

『花歌は、うたう』　小路幸也　著　河出書房新社 

『偏愛読書トライアングル』　瀧井朝世　著　新潮社 
 

『わたしたちのたねまき』 
キャスリン･O･ガルブレイス　作 

ウェンディ･アンダスン･ハルパリン　絵 
梨木香歩　訳 
のら書房 
 

私たち人間は、庭や畑に野菜や
花の種を植えて育てます。けれど、
人の手による種まきがされない野
の花や雑草などは、どうやって子
孫を残してきたのでしょう。 
ある種は風に飛ばされ、ある種

は鳥についばんでもらい、ある種
は動物たちの毛皮にくっついて     
遠くへ運ばれ、育つのに最適な場
所を求めて生き残ってきました。 
地球という大きくて広い庭に、

自然たちがおこなってきた種まき
の様子を伝えます。 

みそがあれば誰でも作れて、野
菜をたくさん食べられるお味噌汁。
手順は簡単、材料を切って、煮て、
味噌を溶く。それだけ。手間なく
簡単な出汁の取り方や、よく使う
具材の小分け保存法など、時短テ
クニックも紹介されています。 
大根＋鶏ひき肉＋大根の葉、白

菜＋鶏もも肉など、具だくさんで
あったかい、おかずになるお味噌
汁は、忙しいお母さんにも優しい
一品。自分流アレンジで、食べる
お味噌汁を作ってみませんか。 

がんばった学習発表会 
「がんばれ！」と送り出してくれたお母
さんとお父さん。私は「ゆめどろぼうウン
パッパ」というげきで子分役です。わたし
はピアノもひきます。ピアノはオーディシ
ョンがありました。初めてばんそう者に選
ばれて、とてもうれしかったです。まちが
えずにひけるようにたくさん練習しようと
思いました。 
最初はぜんぜん上手にひけなかったけ

ど、練習していくうちに上手になっていきま
した。すらすらひけるようになったら、みん
なの歌と合わせてひくように気をつけました。 
家に帰ってげきのビデオを家族でみました。

お母さんとお父さんが「ピアノのリズムがし
っかりとれていて上手だったよ。」と言って
くれました。家族みんながおうえんしてくれ
たおかげでまちがえずにひけました。 
思い出に残る学習発表会になりました。 

たけした  ゆい  か 

１７ 「市政のひろば」つしま2018.2



市民病院 
院長　神谷里明 

　
今
回
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、久
富
副
院
長
、中
里
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
長
に
お
話
を
聞
い
て
き
ま

し
た
。 

 

Ｑ
．  

利
用
者
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
． 

入
院
患
者
の
６
割
弱
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、小
児
の
言
語
障
が
い
や
当
院
で

の
手
術
後
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
一
部
外
来

の
リ
ハ
ビ
リ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。 

Ｑ
．  

リ
ハ
ビ
リ
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り

ま
す
か
。 

Ａ
．  

起
き
る
・
歩
く
な
ど
、生
活
す
る
上
で
基

本
と
な
る
動
作
能
力
の
獲
得
・
改
善
を
目

標
と
す
る
「
理
学
療
法
」
、食
事
・
入
浴
な

ど
の
生
活
動
作
の
獲
得
や
認
知
機
能
の
向

上
を
目
標
と
す
る
「
作
業
療
法
」
、話
す
・

聞
く
・
読
む
と
い
う
言
葉
の
障
が
い
や
飲

み
込
み
の
障
が
い
に
対
す
る
訓
練
を
行
う

「
言
語
聴
覚
療
法
」の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

　
　
医
師
の
指
示
の
も
と
、患
者
さ
ん
の
疾

患
や
運
動
機
能
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
を
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

実
施
し
ま
す
。 

Ｑ
．

  

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
や
特
長
は
あ
り
ま

す
か
。 

Ａ
．  
一
人
の
患
者
さ
ん
と
向
き
合
う
時
間
が

長
い
た
め
、ス
タ
ッ
フ
間
で
の
情
報
共
有
や

患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
、よ
り
安
心
・
信
頼
し
て
リ
ハ
ビ
リ

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。 

　
　
特
長
と
し
て
、幅
広
い
疾
患
の
患
者
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、入
院
時
か
ら
退

院
ま
で
の
長
い
期
間
対
応
で
き
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、当
院
に
は
リ
ハ
ビ

リ
専
門
医
が
常
勤
し
て
お
り
、理
学
療
法

士
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
患
者
さ
ん
の
回
復
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
、回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、３
６
５
日
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、発
症
早

期
か
ら
集
中
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
、一
日
も
早
い
家
庭
・
社
会
復

帰
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、リ
ハ
ビ
リ
専

門
医
の
的
確
な
指
示
の
も
と
、よ
り
質
の
高

い
チ
ー
ム
医
療
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
市
民
病
院
で
は
入
院
時
か
ら

充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 問
合
　
市
民
病
院
管
理
課
管
理
Ｇ 

　
　
　
1
２８
ー

５
１
５
１
　
内
線
２
２
０
１ 

働
き
方
改
革 

   

    

    

あ
る
病
院
の
後
期
研
修
医
が
自
殺
し
た
の

は
長
時
間
労
働
に
よ
る
過
労
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
労
働
基
準
監
督
署
に
認
定
さ
れ
、世

間
を
騒
が
せ
ま
し
た
。
現
在
、医
師
の
働
き
方

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
に
お
け
る
労

働
と
は
？
次
の
診
療
に
備
え
る
た
め
の
勉
強

な
ど
は
労
働
な
の
か
、そ
れ
と
も
自
己
研
鑽

な
の
か
。 

医
師
は
常
に
よ
り
よ
い
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、自
己
の
能

力
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
時
間
内
に

で
き
る
と
き
も
あ
れ
ば
、時
間
外
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
主
治
医

が
ご
家
族
に
対
し
て
患
者
さ
ん
の
状
態
な
ど

を
説
明
す
る
の
に
夜
の
時
間
帯
や
休
日
を
希

望
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
時
間

外
労
働
が
多
く
な
る
原
因
の
一
つ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

ま
た
病
院
で
は
医
師
が
必
ず
宿
直
、日
直

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
に

お
い
て
、宿
日
直
勤
務
と
し
て
許
可
さ
れ
る

業
務
は
、常
態
と
し
て
ほ
と
ん
ど
労
働
す
る

必
要
が
な
い
業
務
の
み
で
す
。
し
か
し
実
際

に
は
夜
間
、休
日
に
来
院
し
た
患
者
さ
ん
の

対
応
（
診
療
）も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
救
急

患
者
さ
ん
や
、入
院
中
の
患
者
さ
ん
で
緊
急

の
処
置
や
手
術
等
が
必
要
に
な
れ
ば
夜
間
等

時
間
外
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

夜
間
に
仕
事
を
し
て
も
翌
日
以
降
に
影
響

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
交
替
制
勤
務

を
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
体
制
を
整

え
る
た
め
に
は
、そ
れ
な
り
の
人
数
を
そ
ろ

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、現
在
の
医

療
費
削
減
に
向
か
っ
て
い
る
診
療
報
酬
制
度

で
は
そ
れ
だ
け
の
人
数
を
雇
う
こ
と
は
現
実

上
無
理
で
あ
る
し
、医
師
の
数
も
不
足
し
て

い
ま
す
。
医
師
も
普
通
の
労
働
者
で
あ
り
、休

ま
ず
、寝
ず
に
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
夜
働
け
ば
翌
日
の
能
力
は
低
下
す
る

の
が
普
通
で
す
。 

こ
れ
か
ら
２
年
か
け
て「
医
師
の
労
働
と
は
」

と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
、そ
こ
か
ら
５
年
後
に

医
師
の
労
働
規
制
が
開
始
さ
れ
ま
す
。こ
の

こ
と
は
当
院
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
に
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
医
療
体
制
が
組
め
る
よ
う
な
仕
組
み
を
地

域
全
体
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

一緒に考えましょう 

健康のこと 
医療のこと 
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市
民
病
院
を
知
ろ
う
⑥ 

〜
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
編
〜 

市役所本庁舎にダイヤルイン（直通電話）を導入しました 院長コラム、市民病院を知ろう 



M Y  K A R T E

腎臓の役割 
体の中を流れる血液は酸素や栄養素を全身の細胞

に届け、体内の老廃物や二酸化炭素を運び出します。
その老廃物は腎臓に届けられます。腎臓はお腹の後ろ
側に左右一つずつあります。形はそら豆のような形で、
大きさは握りこぶし大です。腎臓は心臓から血液を受
け取り、腎臓に入った血液は、小さなザルのような糸球
体という毛細血管を通り濾過されます。濾過されたあ
との尿は膀胱へと流れていき、不要な有害物質が最終
的には尿として排泄されます。つまり、大切な血液をき
れいにしてくれる役割を担っています。腎臓の機能が
低下すると、貧血が進み、また不要な老廃物を除去で
きず、体内に毒素が溜まって尿毒症に至ってしまいます。
さらに血圧や水分調節、ビタミンＤの活性化障害、ミネ
ラルバランスの異常が起こります。こういった腎機能が
低下した状態を末期腎不全といい、治療法には血液透析、
腹膜透析、腎移植の３つがあります。 
 
①血液透析 
　機械に血液を通して濾過することで、血液をきれい
にする透析療法です。１分間に約２００ｍｌ前後の血液
を循環させ濾過する必要があり、これだけの血流量
を確保するには、動脈と静脈をつなぎ合わせ血管を
太くする手術が必要です。手術して太くした静脈に
針を刺し機械を使って体の外に血液を取り出して特
殊な膜へ循環させ、血液をきれいにしたあと、体に戻
します。病院に通院して、１回４時間前後を週３回行う
ことが一般的です。病院に通院しながら行うため、病
院スタッフが適切な管理を提供してくれますが、デメ
リットとしては、拘束時間が長いこと、老廃物や水分
を４時間で一気に除去するので、血圧が下がったり、
気持ち悪くなったりすることもあります。 
 
②腹膜透析 
　自分の体の中にある腹膜を使って血液をきれいにし
ます。腹膜はお腹の内面にあって、胃や腸などの臓
器をおおっている薄い膜です。腹膜で囲まれたスペ
ースに手術でチューブを埋め込みます。そこから透
析液を入れ数時間ためておくことにより、腹膜を介し
て血液をきれいにします。透析液をお腹の中にため

ておくと、老廃物や余分な水分が腹膜から透析液側
に移動します。その後、透析液をお腹の中から廃液
することにより透析が行われます。透析液をお腹の
中にためている状態でも自由に行動できます。ＣＰＡ
Ｄ（連続携行式腹膜透析）では４～６時間程度の貯留
をバッグ交換を行いながら一日に４回程度繰り返しま
す。ＡＰＤ（自動腹膜透析）の場合は、睡眠中にまとめ
て３～５回程度のバッグ交換を機械が自動で行います。
在宅療法ですので、自分の生活パターンに合わせた
透析ができ、急激な変化が少なく体への負担が少な
いです。しかし、腹膜の使用には限界があり、腹膜機
能が低下した時点で別の療法へと切り替える必要が
あります。また腹膜炎や出口部感染といった合併症
にかかる可能性があります。 
 
③腎移植 
　年間約１,６００人の方が腎臓移植を受けています。腎
臓移植は腎臓を提供していただく方が必要で、生体
腎移植と献腎移植があります。生体腎移植は血縁者
や配偶者などから２つある腎臓のうちの１つを取り出
して、腎不全患者に移植します。献腎移植は、脳死後
または心停止後の方から腎臓を提供してもらう方法
で、献腎移植をうけるためには日本臓器移植ネットワ
ークに登録をしておく必要があります。透析療法をう
ける必要がなくなりますが、免疫反応を抑える薬の
内服を継続しておこなう必要があります。 

 
最後に 
末期腎不全となってしまった場合にどのように治療

していくのが望ましいかは、個人の生活状況によって異
なります。正しい知識を身につけて、よく家族や主治医
と相談することが必要です。 
 

津
島
市
民
病
院 

腎
臓
内
科
医
師
　
尾
関
俊
和 

お   

ぜ
き 

ろ 

と
し 

か
ず 
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末期腎不全と３つの治療法 

私 の カ ル テ 



市民病院の 
　　診療科のご案内③ 
 津島市民病院は、海部医療圏における二

次救急医療機関として、地域の救急医療を
担い、市民の皆さんに安心・信頼の医療を提
供しています。 
地域の開業医の先生方と連携して、患者

さんの診察や検査等を行っています。入院
や検査など、高度な医療が必要となった際
には、ぜひ市民病院をご利用ください。 
１２月号に引き続き各診療科をご案内しま
すので、参考にしてください。 
 

問合　市民病院　1２８-５１５１ 

安江 穂 

耳鼻いんこう科部長 

水野裕和 
歯科口腔外科 
部長 
 

大宮裕子 

放射線科部長 

耳
鼻
い
ん
こ
う
科 

歯
科
口
腔
外
科 

放
射
線
科 

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
で
は
、耳
の
病
気
、鼻
の

病
気
、の
ど
の
病
気
、首
の
病
気
を
診
察
し
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、幅

広
い
年
齢
層
の
患
者
さ
ん
を
診
察
し
ま
す
。 

急
性
炎
症
性
疾
患
で
は
、痛
ん
だ
り
腫
れ

た
り
す
る
の
で
速
や
か
に
治
療
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、急
性
中
耳
炎
、

急
性
副
鼻
腔
炎
、急
性
扁
桃
炎
な
ど
で
す
。ま

た
、「
聞
こ
え
」や「
臭
い
」や「
味
」は
生
活
の

質
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
治
せ
る
の
か
、治

り
に
く
い
の
か
、し
っ
か
り
判
断
し
適
切
な
対

応
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、耳

か
ら
く
る
め
ま
い
症
は
グ
ル
グ
ル
回
る
こ
と

が
多
く
、不
安
も
強
く
な
り
ま
す
。
め
ま
い
の

治
療
と
同
時
に
生
活
指
導
、め
ま
い
リ
ハ
ビ

リ
指
導
な
ど
も
行
い
ま
す
。 

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
か
な
？
と
思
う
症
状
が

あ
れ
ば
、お
気
軽
に
当
科
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。 

  

         
  

歯
科
口
腔
外
科
で
は
、 

①
顎
骨
骨
折
、顎
変
形
症
な
ど
手
術
お
よ
び

入
院
管
理
を
必
要
と
す
る
症
例 

②
埋
伏
智
歯
の
抜
歯
、歯
根
嚢
胞
摘
出
を
は

じ
め
と
す
る
外
来
小
手
術 

③
あ
ご
の
痛
み
、雑
音
を
主
症
状
と
す
る
顎

関
節
症
お
よ
び
咬
合
不
全 

④
口
腔
粘
膜
疾
患 

⑤
口
腔
乾
燥
症
・
舌
痛
症
・
味
覚
異
常
な
ど
口

腔
不
快
症
状
を
呈
す
る
疾
患 

⑥
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
お
よ
び
顎
顔
面
再
建

な
ど
、一
般
歯
科
医
院
で
は
対
応
困
難
な

口
腔
領
域
の
疾
患
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

病
院
歯
科
口
腔
外
科
の
機
能
を
生
か
し
て
、

院
内
他
科
と
の
連
携
を
密
に
行
い
、よ
り
全

身
管
理
を
中
心
と
し
た
顎
口
腔
領
域
の
治
療

の
提
供
、ま
た
、近
隣
の
歯
科
医
師
会
と
の
病

診
連
携
を
推
進
し
、歯
科
医
療
の
２
次
医
療

機
関
と
し
て
、歯
科
医
療
に
お
け
る
高
次
医

療
の
提
供
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

口
腔
内
に
右
記
の
よ
う
な
問
題
を
お
持
ち

の
方
は
、是
非
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
ご
相
談

の
上
、紹
介
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

           

放
射
線
科
で
は
、Ｘ
線
検
査
や
造
影
検
査
、

Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｒ
Ｉ
検
査
、骨
密
度
測
定
、乳

腺
撮
影
な
ど
一
般
的
な
検
査
か
ら
特
殊
な
検

査
や
治
療
ま
で
幅
広
く
担
当
し
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
の
放
射
線
科
医
は
画
像
診
断
と
経

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
重
点
的
に
担
当
し
て
い

ま
す
。 

画
像
診
断
と
は
、撮
影
さ
れ
た
画
像
フ
ィ
ル

ム
を
評
価
し
て
、病
気
を
探
す
、病
気
で
な
い

と
判
断
す
る
、考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
疾
患

の
鑑
別
診
断
を
行
う
、病
気
の
拡
が
り
を
判

定
す
る
、治
療
の
効
果
を
評
価
す
る
な
ど
し

て
、文
章
で
報
告
す
る
も
の
で
す
。
主
治
医
と

の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
異
常
を
指
摘
し
た
り
、

逆
に
余
分
な
処
置
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、よ
り
適
切
な
治
療
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

経
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
は
、メ
ス
を
用
い
な
い

手
術
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
血
管
造
影
の
手

技
を
応
用
し
て
、血
流
を
塞
ぐ
、血
管
を
拡
張

す
る
な
ど
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

が
っ   

こ
つ 

ま
い  

ふ
く   

ち     

し 

し   

こ
ん  

の
う   

ほ
う 

が
く 

が
く 

こ
う 

ご
う 

「市政のひろば」つしま2018.2２０ 



福喜多 寛 

医師 

リ
ハ
ビ
リ 

テ
ー
シ
ョ
ン
科 

緩
和
ケ
ア
内
科 

病
理
診
断
科 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

眼
科 

            

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は
骨
折
、脳
血

管
障
害（
脳
出
血
、脳
梗
塞
な
ど
）外
科
手
術

用
の
急
性
期
治
療
後
に
、集
中
的
に
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、身
体
的
機
能
改
善

を
目
的
と
し
て
診
療
し
て
い
ま
す
。 

外
来
診
療
で
は
、呼
吸
器
疾
患
の
リ
ハ
ビ
リ
、

小
児
の
言
語
発
達
遅
滞
、当
院
で
手
術
さ
れ

た
腕
・
手
の
骨
折
の
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

入
院
診
療
で
は
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
棟
に
お
い
て
、３
６
５
日
休
み
な
く
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
お
り
、早
期
の
在
宅
復

帰
や
社
会
復
帰
に
向
け
て
、看
護
師
、理
学
・

作
業
療
法
士
、薬
剤
師
、管
理
栄
養
士
、ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
等
と
協
力
し
あ
っ
て
、入
院
か
ら

退
院
ま
で
途
切
れ
な
く
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。 

     

     

眼
科
で
は
、眼
の
健
康
を
保
て
る
よ
う
、白

内
障
・
緑
内
障
・
網
膜
硝
子
体
疾
患
を
は
じ
め

と
し
て
、眼
科
疾
患
の
治
療
、手
術
に
対
処
し

て
い
ま
す
。 

外
来
診
察
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前

中
、予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
月
・
火
・
木

曜
日
の
午
後
は
手
術
日
、水
・
金
曜
日
の
午
後

は
処
置
、検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

も
の
の
見
え
に
く
さ
な
ど
眼
の
不
調
を
感

じ
た
場
合
は
、可
能
で
あ
れ
ば
ま
ず
お
近
く

の
眼
科
を
受
診
の
上
、当
院
紹
介
に
つ
い
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

             

緩
和
ケ
ア
内
科
で
は
、主
に
が
ん
の
患
者

さ
ん
を
対
象
と
し
て
、痛
み
を
は
じ
め
と
す

る
苦
痛
症
状
を
緩
和
す
る
た
め
の
治
療
を
外

来
お
よ
び
入
院
に
お
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

外
来
診
療
で
は
、薬
物
療
法
を
メ
イ
ン
に
、

診
断
早
期
か
ら
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
症
状

に
対
す
る
緩
和
治
療
を
進
め
て
い
ま
す
。 

入
院
医
療
で
は
、緩
和
ケ
ア
病
棟
に
お
い
て
、

医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、栄
養
士
、理
学
作

業
療
法
士
ら
の
力
を
結
集
し
、よ
り
総
合
的

に
苦
痛
の
緩
和
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
自
宅
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
患
者
さ

ん
の
ご
希
望
に
応
え
、訪
問
診
療
や
訪
問
看

護
を
行
っ
て
い
る
諸
機
関
と
の
連
携
も
進
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
在
宅
療
養
中
に
ご
家

族
に
か
か
る
介
護
負
担
の
軽
減
や
急
な
症
状

悪
化
に
対
す
る
症
状
緩
和
を
目
的
と
し
た
短

期
入
院（
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
）に
も
対
応
し
、

在
宅
で
も
安
心
し
て
療
養
を
し
て
頂
け
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

             

病
理
診
断
科
は
、内
科
、外
科
、小
児
科
な

ど
と
同
じ
く
、基
本
診
療
領
域
の
ひ
と
つ
で
、

当
院
で
は
常
勤
病
理
医
の
着
任
に
伴
い
平
成

２９
年
１０
月
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

病
理
診
断
科
で
は
患
者
さ
ん
を
直
接
診
察

す
る
こ
と
は
通
常
あ
り
ま
せ
ん
が
、患
者
さ
ん

か
ら
採
取
さ
れ
た
組
織
・
細
胞
を
病
理
医
が

詳
し
く
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
病
気
の
診
断
を

行
い
、各
科
で
の
治
療
方
針
の
決
定
に
有
用

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、が
ん
な
ど
に
対
す
る
治
療
法
と
し

て
普
及
し
て
い
る
内
分
泌
治
療
や
分
子
標
的

治
療
の
適
否
に
つ
い
て
組
織
検
体
を
用
い
て

判
定
す
る
特
殊
な
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

             

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、各
種
ド
ッ
ク
や

健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ド
ッ
ク
は
、疾
病
の
早
期
発
見
や
日
ご
ろ
の

生
活
習
慣
を
見
直
し
、病
気
を
予
防
す
る
チ

ャ
ン
ス
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、現
在
の
自
分
の

健
康
状
態
が
わ
か
り
、健
康
意
識
が
高
ま
り

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
・
レ
デ
ィ
ー
ス

ド
ッ
ク
等
の
各
種
ド
ッ
ク
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、「
検
診
結
果
説
明
を
丁
寧
に
」
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
、ご
不
明
の

点
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

紙本 薫 

リハビリテーション科 

部長 

 

高塚直能 

緩和ケア内科 

部長 

横井豊治 

病理診断科 

部長 

河瀬孝順 

健康管理 

センター部長 
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の母子健康診査、BCG予防接種、教室のお知らせ ３月 
持ち物 定員 対象 受付時間（開催時間） 日 種別 

場所・予約・問い合わせは保健センター 

くすり安心電話 

津島海部薬剤師会
会員が、緊急時の薬
の相談に応じます。 
 
午後９時～翌日午前
９時 
 
1０９０-２１３６-３８５８ 

妊産婦歯科 
健康診査 

２０ 午後１時～２時 
※指定された時間 

妊娠中の方、出産後１年以内の方 
内容：歯科健康診査、ブラッシング指導等 
※妊娠中１回（安定期のときに受けてください）、 
産後１回受けることができます 

１８人 
予約制 

母子健康手帳 
手鏡、歯ブラシ 
タオル 

２歳児歯科 
健康診査　 

１ 午後１時～１時４５分 
平成２８年３月生のお子さん 
（３歳未満まで受診可） 

４０人 
予約制 

母子健康手帳、問診票 
仕上げ磨き用歯ブラシ 
タオル 

―― ＢＣＧ 
予防接種 ６ 午後１時２０分～２時 

生後１歳に至るまでのお子さん 
※対象者に個別通知をします 

母子健康手帳 
BCG予診票 

―― ４カ月児 
健康診査 

７

１４

午後１時～２時 
※指定された時間 

生後４カ月を過ぎたお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（１歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

―― 
９

１６
３歳児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２７年３月生のお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（４歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 
視力･聴力アンケート 

―― １歳６カ月児 
健康診査 午後１時～１時４５分 

平成２８年８月生のお子さん 
※対象者に個別通知をします 
（２歳未満まで受診可） 

母子健康手帳 
問診票 

８

１５

離乳食 
前期 ７

午前９時４５分～１０時 
(午前１０時～１１時３０分)

教室開催月に４～７カ月ごろになるお子さんを 
もつ保護者 
内容：離乳食初期から中期のお話と試食など 

２５人 
予約制 母子健康手帳 

☆健康診査はすべて１～２時間程度かかります。乳幼児健康診査を受けていない方は、保健センターの保健師がご家庭を訪問します。      

☆３歳児健康診査では当日会場で尿検査を実施します。      

☆麻しん（はしか）、風しん（三日ばしか）、水痘（水ぼうそう）、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、インフルエンザ、とびひ等にかかっている方は、

医師の許可が出てからお越しください。      

☆予約制の場合は、定員になり次第締め切らせていただきます。      

☆暴風警報等が、愛知県西部地方に発令された場合は実施できないことがありますので、保健センターにお問い合わせください。  

★看護師・保健師・管理栄養士・歯科衛生士が担当します。 ★あなたの健康づくりを応援します。 

健康ホットライン 
1２７－１０２１（相談専用） 

月～金（祝日を除く） 
午前９時３０分～１１時 

２月１６日 、３月１６日
※要予約 
※上記以外の日程でも 
　相談可 

ご自身や家族の健康について、また、育児に関する
ことを専用電話で、保健師が相談をお受けします。 

健康相談 
月～金（祝日を除く） 
午前９時～午後５時 
※要予約 
　電話相談可 

生活習慣病など健康に関すること。 
血圧・尿・体脂肪・喫煙度・ストレスチェック、HbA1c
簡易測定もできます。 

こころの健康相談 こころの不調への早期対応、予防に関すること。 

お口の健康相談 歯みがきの方法等、歯科に関すること。 

家庭訪問 ご家庭に訪問して、相談をお受けします。 

栄養相談 食生活に関する相談を管理栄養士がお受けします。 

事業名 内　容 開催日時・場所 
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３,０００円 
七宝焼体験教室特別企画 
「マーブル七宝」（要予約） 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

２月１６日 ～１８日 ・ 
２０日 ・２１日

午前９時３０分～１１時３０分 
※お１人１回のみ参加 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流工房 

大人　３１０円 
小中学生　１００円 

企画展 
「七宝焼のふるさと」 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

１月２７日 ～３月４日
午前９時～午後５時 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
企画展示室 

無料 第９回探鳥会 弥富野鳥園 
1６８-２３３８ 

２月１８日  
午前１０時～正午 

弥富野鳥園 
保護地内 

無料 
あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
1０５２-４４３-７５８８ 

２月１１日  
午後２時～３時３０分 

あま市七宝焼 
アートヴィレッジ 
交流ホール 

七宝歴史講座Ⅲ 

ミニ企画展 
「ユニークな郷土びなたち」 無料 蟹江町歴史民俗資料館 

1９５-３８１２ 
２月３日 ～３月１１日  
午前９時～午後５時 

蟹江町歴史民俗資料館 
（蟹江町産業文化会館内） 

大 ふれ愛チャリティーコンサート 
（三善英二＆金沢明子） 

２月１１日（日・祝） 
午後２時 

有料 虹の里八開 
1３７-３３３８ 

大 ＯＮ　ＳＴＡＧＥ ２月１２日
午後４時３０分 

有料 ＯＮＥＵＰダンススクール 
1５５-７０８６ 

大 松かおり１０周年歌謡祭 ２月１７日
午前９時３０分 

無料 松 
1０８０-３２８５-２３６６ 

大 綾小路きみまろ 
笑撃ライブ２０１８ 

２月２１日
午後２時 

有料 鵜飼興業 
1０５２-２２１-１１６６ 

大 自由演奏会ｉｎ海部２０１８ 
３月４日
午後２時１５分 

無料 斎藤 
1０９０-８１５２-０９１２ 

大 歌の温故知新 ２月２５日
午前９時４０分 

無料 小柳 
1２６-６０５７ 

生涯学習 
センター 

親子ふれあい交 
流会 

２月７日  
午前１０時３０分～正午 

チビママサークルＷｉｔｈＫｉｄｓ 
鰐部 
1０９０-９０２１-９１１４ 

無料 

生涯学習 
センター 

箏・三絃に親しむ ２月１７日  
午後１時３０分～４時 

美鶴会 
鶴見 
1０９０-８１５１-６７６７ 

1回５００円 

生涯学習 
センター 

長谷川ぱんだの 
フォーク寺子屋 

２月２７日  
午後２時 

筝曲会 
長谷川 
1０９０-８３２３-９４６０ 

1回５００円 

生涯学習 
センター 

パステルアート教室 ２月１４日  
午前９時～正午 

「光」 
平野 
1０９０-８６７３-８４０４ 

1回５００円 

生涯学習 
センター 

世界の言葉で遊ぼう！ ２月２０日  
午前１０時～１１時３０分 

ヒッポファミリークラブつしま 
谷川原 
1３１-３８６３ 

無料 

みんなであそぼう 
～ひなかざり～ 無料 海南こどもの国 

1５２-１５１５ 
２月２４日 ・２５日  

受付：午前１０時３０分～午後３時 
海南こどもの国 
多目的ホール 

津島まちや・まちなみ 
再生機構事務所 

氷室作太夫家住居を再発見 
するプロジェクト 

２月１０日  
午後１時３０分～ 

津島の宝物ひろめ隊 
1０９０-４２５７-００１１ 

参加料 
５００円 

津島まちや・まちなみ 
再生機構事務所 

まちかど・まちなか・まちじゅう 
で雛飾りプロジェクト 
「ひな人形を作ろう」 
 

２月１７日  
午前１０時～午後３時 

津島まちじゅう 
図書館の会 
1０９０-４２５７-００１１ 

参加料 
５００円 

（材料費含む） 

蓮台寺ほか 
きまぐれ市× 
津島でら寺巡り 

３月４日  
午前１０時～午後２時 

津島れんげの会 
山内 
1０９０-６６４６-０２４０ 

写経体験 
５００円ほか 
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問　合 場　所 日　 時 名　 称 料　金 

問　合 日　時 催　し 入場料 ホール 

問　合 日　時 催　し 料　金 場　所 

問　合 日　時 催　し 料　金 場　所 

※開催時間、休館日、 
　事業の詳細な内容は、 
　問い合わせ先にお尋ね 
　ください。 

津島市市長公室 
企画政策課 
1５５-９４６５ 

となり街 
お出かけ 
情報 

文化会館 
催しガイド 

（１月１日現在） 
※掲載している催し物の 
　名称などは予定です。 

ちょこらぼ 
講座 

問合　つしま夢まちづくり 
　　　センター 
　　　1５８－４１３３ 

つしま歴史・ 

文化のまちづくり 

提案補助事業 

問合　つしま夢まちづくり 
　　　センター 
　　　1５８－４１３３ 



　月…………　　  件（　　   件） 
（　）内は平成２９年中の累計 

　月………………　  件（　   件） 
（　）内は平成２９年中の累計 

事故発生件数 …　   件（　   件） 
うち死亡者 ………  　人（　   人） 
犯罪発生件数 …  　 件  
（　）内は平成２９年中の累計 

総人口……　　　 人 （  　　） 
　男………　　　 人 （  　　） 
　女………　　　 人 （  　　） 
世帯数…　　　  世帯（  　　） 
１月１日現在、（　）内は前月比 

東地区子育て支援 
センター 

ファミリー・サポート・センター 
移動事務所 

ファミリー・サポート・センター 
1５５-７７０８ 

問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 ２ 

市役所１階相談室 年金相談 
７、２１日、１月４日 
午前１０時～午後３時 

市役所１階相談室 法律相談（要予約） １３日　午後１時～４時 

海部地域消費生活センター 
1２３‐０１５０ 

海部総合庁舎１階 消費生活相談 
月曜日～金曜日 
午前９時～午後４時３０分 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

行政相談 ２日、１月６日 
午前１０時～正午 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

内職相談 
１、８、１５、２２日、１月５日　　　 
午前１０時～正午、午後１時～３時 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

心配ごと相談 
９日　午前９時～正午 
受付は終了時間の３０分前まで 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

法律相談（要予約） ６、２０日 
午後１時～４時 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

結婚相談 
１、５、８、１２、１５、１９、２２、２６日、１月５日 
午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 
６、１３、２０、２７日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 
７、１４、２１、２８日、１月４日 
午後１時～３時 

1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 

家庭児童相談 
月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

ー 
（電話相談） 

認知症介護相談 
月曜日～金曜日（祝日は除く） 
午前１０時～午後４時 

公益社団法人認知症の人と家族の会・愛知県支部 
1０５６２‐３１-１９１１ 

津島商工会議所相談室 相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 

７、２１日、１月１１日 
午後１時～３時 

津島商工会議所相談室 

労働者特別相談・ 
勤労者金融相談 

創業・第二創業個別無料相談 
（要予約） 

月曜日～金曜日 
午前１０時～正午、午後１時～４時 

２２日 
午前１１時～正午 

問　合 場　所 日　時 相　　談　　名 

談 相 民 市 月 
※相談員の都合により相談を休むことがありますので、当日、電話でご確認ください。翌月７日分まで掲載。 
※法律相談は、受付件数が限られていますので、ご希望の日時に相談できない場合があります。 
※年金相談は、受付件数が限られています（番号札は、当日午前８時３０分から配付）。 

保険年金課 医療･年金Ｇ 
1２４‐１１１４ 市役所１階相談室 年金相談 

７、２１日、３月７日 
午前１０時～午後３時 

総務課 庶務Ｇ 
1５５-９６０６ 

市役所１階相談室 法律相談（要予約） １３日　午後1時～４時 

産業振興課企業誘致・商工・消費Ｇ 
1５５-９６６３ 

市役所１階相談室 消費生活相談（巡回相談） 
５、１９、２６日、３月５日 
午前９時３０分～正午 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

行政相談 ２日、３月２日 
午前１０時～正午 

相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

内職相談 
１、８、１５、２２日、３月１日　　　 
午前１０時～正午、午後１時～３時 相談日のみ 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

心配ごと相談 
９、２３日　午前９時～正午 
受付は終了時間の３０分前まで 

相談日のみ 
社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

法律相談（要予約） ６、２０日、３月６日 
午後１時～４時 

相談日のみ 
社会福祉協議会 

総合保健福祉センター 
２階市民相談室 

結婚相談 
１、５、８、１５、１９、２２、２６日、 
３月１日　午前１０時～正午 
受付は終了時間の1時間前まで 

相談日のみ 
社会福祉協議会 

1２４‐３４５６ 

1２４‐３４５６ 

1２４‐３４５６ 
1２５‐８４１１ 

1２４‐３４５６ 
1２５‐８４１１ 

1２４‐３４５６ 
1２５‐８４１１ 

老人福祉センター 高齢者の健康相談 
６、１３、２０、２７日、３月６日 
午後１時～３時　 1２８‐７５６１ 

神島田祖父母の家 高齢者の健康相談 
７、１４、２１、２８日、３月７日 
午後１時～３時 

1３２‐２１５１ 

総合保健福祉センター 
３階家庭児童相談室 

家庭児童相談 
月曜日～金曜日 
午前８時３０分～午後５時１５分 1２４‐０３５０ 

認知症介護相談 
月曜日～金曜日 
午前１０時～午後４時 

津島商工会議所 
1２８‐２８００ 

市税の今後の納期 

１１ 

＋９ 
ー８ 
＋１７ 
＋４１ 

６３,２３３ 
３１,１７８ 
３２,０５５ 
２６，０６６    

市内の 
交通事故・ 
犯罪 
［１１月］ 

人口と 
世帯 
（外国人を含む） 

 

市内の 
火災 

救急車の 
出動件数 

津島データファイル 

１１ 

１１ １ 

２,６２９ ２５１ 

津島データファイル 

３１ 
１ 
５０ 

３２４ 
３ 

水道料金をはじめ、市に対するお支払いの多くにご利用いただけます。
取扱金融機関の窓口にてお申し込みください。 
取扱金融機関 
いちい信用金庫、三菱東京UFJ銀行、大垣共立銀行、十六銀行、三重銀行、愛知銀行、名古屋銀行、
中京銀行、東海労働金庫、海部東農業協同組合、あいち海部農業協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局） 

税や料金の納付には便利な口座振替をご利用ください 

ー 
（電話相談） 

勤労者安心ネットワークセンター 
1０１２０‐８１‐１５０５ 

８、２２日 
午前９時～午後４時４０分 
 

津島商工会議所相談室 
相続･登記相談（要予約） 
※ただし、相続税は除く 

７、２１日、３月７日 
午後１時～３時 

津島商工会議所 
1２８‐２８００ 

固定資産税･都市計画税…第４期　　国民健康保険税…第10期　介護保険料…第11期 
市営・改良住宅家賃､住宅新築資金等償還金､保育所利用者負担金…２月分 
後期高齢者医療保険料…第８期　　下水道事業受益者負担金…第４期 

納期限　平成３０年２月２８日今月の市税や料金など 

市 県 民 税  

固定資産税・都市計画税 

国民健康保険税 

５　月 

ー  

ー  

第　１　期 

４　月 

ー  

第　１　期 

ー  

３　月 

ー  

ー  

ー  
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名古屋西流通センターでは、新年になって初めて
開く市「初市」が行われました。 
新年を迎えすがすがしく、また身の引き締まるよ

うな空気の中、せりが始まる午前７時前には多くの市
場関係者が集まり商売繁盛を願いました。 
その後、威勢の良い掛け声とともに熱気のあるせ

りが行われ、ほうれん草や里芋、ねぎなど地元農家が
栽培した新鮮な野菜等が買受人により、せり落とさ
れていました。 
 

１８・１・５
地方卸売市場名古屋 
西流通センター 

初市の開催 

この日は、津島市消防出初式が行われ、消防職員、
消防団員ら約３２０人が参加し、日ごろの消防の訓練
の成果を披露しました。 
中之島に向かって各消防車両から８色の鮮やかな
色が一斉放水されると、大きな歓声が上がっていま
した。 
また、出初式開始前には愛知県防災ヘリコプター「わ
かしゃち」が飛来し、上空からお祝いのメッセージを
いただきました。 
 

無火災の１年に 

名古屋外国語大学、名城大学の学生が「津島のイ
ンバウンド観光」をテーマに「町家泊・お寺体験」、「ま
ち歩き」等のフィールドワークを行った結果を報告し
ました。 
市内の由緒ある寺院や歴史的な町並みに触れ、若
者・外国人の視点から津島の魅力を発表しました。 
また、歴史的な町並みを活かしたコスプレ（仮装）

イベントの開催提案、ＳＮＳを利用した情報発信の重
要性も報告しました。 
今後の外国人向け観光の取り組みの参考にして

いきます。 

１７・１２・２６
津島市役所 

津島の魅力を 
発見しました！ 

１８・１・４
津島神社 

１８・１・７
天王川公園 

１年の幸せを願って 

「茅の輪くぐり」が１月４日から７日まで行われました。
拝殿前に設置された直径約２.５メートルの茅の輪を８
の字にくぐると、１年間無病息災・
家内安全で過ごせるといわれ
ています。 
この日はお天気も良く、子ど
もからお年寄りまで多くの人
が並んで茅の輪をくぐりました。 

ち 
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津島市は、平成２９年３月１日に市制施
行７０周年を迎えました。このことを記
念し、市の活性化につなげるため、平成
２８年７月７日から平成２９年１２月３１日の
約１年半を「市制施行７０周年記念期間」
と位置付け、市民団体等との協働で数
多くの記念事業を実施しました。 
その結果、市制施行７０周年を広く周

知し、盛り上げることができました。ご
協力いただいたすべての方に心より感
謝申し上げます。 

実施事業数９９事業 
市主催事業 ５０事業 

市民団体等主催事業 ４９事業 

協賛企業・団体数６５事業体 
（のぼり設置企業・団体等および 

周年事業参加団体等） 

参加人数 

延べ約５７７,０００人 

問合　シティプロモーション課 
　　　プロモーションＧ 
　　　1５５－９５８９ 

①キックオフ式典②記念式典③ザ・ベストテンコンサート(官学連携 名古屋芸術大学)④創作人形とちりめん細工
展⑤第５４回津島市民総合体育大会(夏季大会) ⑥のぼり旗の作成⑦子ども議会⑧文化会館イルミネーション 

① ② 

③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 
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７０年のありがとう 
　絆未来へ　夢次世代へ 

【キャッチフレーズ】 

市制７０周年を迎え市民へ
の感謝の気持ちを表すとと
もに、未来に向けてさらな
る強固な絆と、次世代につ
なぐ大きな夢を育んでいく
ものです。 
 

 

【ロゴマーク】 

藤の花と天王祭で、津島の２
大伝統を表現しました。水
色部分の水しぶきは、街を
見守る、水の恵みへの感謝、
および、この街が水の流れ
のように未来永劫続きます
ようにという、願いがこめら
れています。 

主な事業について掲載しています。

なお、市ホームページに記念事業

一覧表が掲載されていますので、

ぜひご覧ください！ 

⑨夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会⑩第３８回錬成大会⑪津島de６か国周遊WEEKS!!⑫第１７回伝承の館まつり⑬第４３
回天王川マラソン⑭ラッピングトラック⑮スポーツフェスティバル IN TSUSHIMA ２０１７⑯観月会⑰７０周年ノベルティグッズ 

⑨ ⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ ⑭ 

⑮ ⑯ ⑰ 
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